「庭球する心」
この一球は絶対無二の一球なり　されば身心を挙げて一打すべし
　この一球一打に技を磨き体力を鍛へ　精神力を養ふべきなり
　この一打に今の自己を発揮すべし　これを庭球する心といふ
―福田雅之助―

第五話

―２０００年８月１２日―

　浩太の父である則之は、妻の夕紀と太陽ヶ丘運動公園のテニスコートに来ていた。この日は、京都オータムオープン最終予選。夕紀の姪、双子の純と冥が予選に出場するために東京から来ていた。高校生のとき、インターハイに出場した二人は、テニス界で名門の大学に進学したが、封建的なクラブの生活を嫌った。部を辞めた二人は、一般のテニスクラブで、アルバイトをしながら練習に励んでいた。

　普段、市民がスポーツを楽しむ場が、この日はトーナメントプロを目指す若者たちの真剣勝負の場となっていた。京都の蒸し暑さに体調を崩した二人は、昨日のシングルスを二回戦で敗退したが、ダブルスでは息が合ったプレーで体調不良を補い、勝ち進んでいた。今日二勝すれば、秋の京都オープン出場となる。午前中の相手は、元トーナメントプロと大学生のペア。八月の白い光に照らされたコートで、純と冥がベースラインに並んだ。そして、ネットの向こうにいる相手と練習を始めた。則之は、高校時代テニス部にいた夕紀に言った。

「相手の片方は、元プロやろ。強敵やな」

　夕紀は、純と冥の動きを目で追いながら答えた。

「シングルスのときより、二人とも動きが良いわ。それに、息が合ったダブルスは、一足す一が三になるのよ」

「そうか、双子なら息はピッタリやな」

　第一セットは、互いにサービスキープを繰り返し、ゲームカウント５―４で純と冥がリードしていた。元プロを相手に、ここまでは上出来だ。第10ゲーム、元プロのサーブ。フォアサイドのレシーバー純が、勝負に出た。センターに入ったサーブ、ポーチに出た大学生の右にバックハンドのトップスピンを打ち込んだ。逆を突かれた相手は、懸命に腕を伸ばした。ボールは、ラケットの先端をかすめて、サイドライン上に落下した。

　次のポイント、相手のスライスサーブは、センターラインから右に曲がって行く。冥は、横にジャンプするように走った。いっぱいに伸ばした腕で、ボールを擦り上げた。ボーリングのフックボールに似た回転がかかった冥のロブは、ネットに付いていた大学生の頭上を越えて左に曲がりながら落下した。大学生は、位置を変えて純の前に移動した。元プロがロブを拾いに走った。それと同時に、冥がネットに詰めた。ロブは、アレイに落ちた。冥は左に寄り、純がセンターを固めた。ボールに追いついた元プロの視界に、サイドを固めた冥の姿が入った。それを避けるように元プロがセンターに打ち込んだ。それをセンターで待ち構えていた純が、一歩踏み込んでボレーを決めた。

　０―30、ファーストサーブがネットに掛かった。セカンドサーブは、強烈なスピンが利いていた。純は、コートに落ちてから高く跳ねたボールをバックハンドで上から下に切り下ろすようにラケットを振った。サーブの回転を利用したスライスショットは、センターストラップに向かった。ポーチに出た大学生は、ボールの軌道上にラケットを出した。しかし、強いバックスピンが利いたボールは、ネットを越えてから急激に落ちた。大学生は、予想した軌道から外れたボールに対応出来なかった。大学生のボレーは、ネットを超えなかった。

　最後のポイントは、少し緩くなったセカンドサーブを冥が元プロの足元に打ち込んだ。返球は、純の前に浮き上がった。純は、軽くジャンプしてスマッシュを決めた。

　則之は、第一セットを取った純と冥に拍手を贈りながら、夕紀に言った。

「最後のゲームは、気合いが入っていたな」

　夕紀は、渋い顔をしている相手を見て答えた。

「あのゲームを取ったら、ワンセットアップ。尚且つセカンドセットを自分たちのサーブで始められるから、思い切って勝負に出たのよ」

　第二セット、純はサーブを大学生の正面に打ち込んだ。フォアハンドで返すか、バックで打つか迷ったリターンは、冥の正面に浮き上がった。リストをしっかり固めた冥は、ハイボレーをサイドライン際に叩き込んだ。このゲームを取った二人は、サービスリターンを大学生に集中した。第二ゲームは、落としたが相手の調子が狂いだした。大学生のミスが、多くなった。それをカバーするように、元プロが激しく動いた。元プロが決めても、大学生がミスをしてしまう場面が増えていく。

「なるほど、一たす一が三になるのは、そういうことやったのか」

　則之は、そう言って軽く手を叩いた。夕紀は、快調にポイントを重ねる純と冥を見ながら言った。

「大学生のほう、相手からの攻撃とパートナーからのプレッシャーに苦しんでいるわ。ダブルスは、シングルスのように色んな技が必要なわけではないの。サーブ、リターン、ボレー、この繰り返し。だから、一度狂うと中々元に戻れない」

「そうか、単純ゆえに難しい。と、いうことは、調子が戻ったら、一気に巻き返すことも有りか」

「そういうこと」

「うーむ、頑張れ、純、冥」

　その声は、二人に届いた。純と冥は、則之に手を振って応えた。第二セット、相手の調子が戻ることなく、純と冥が取り、この試合に勝った。

　二人が試合を終えて、コートから出た時、遠く離れたコートから、黄色い歓声が上がった。それは、この予選最年少中学生ペアが、勝ったことへの賞賛だった。オープン大会には、似合わない彼女たちの同級生たちが応援に来ていた。純と冥は、本大会出場を賭けて中学生と闘うことになった。

　純と冥は、大会本部のトーナメント表を見ていた。相手は、芳野美香、上条里美、アーサーテニスクラブ所属。衣笠南中学。

「クラブも学校も、聞いたことがないね」

「夕紀姉さんなら、知っているかもね。わたし、ちょっと聞いてくる」

　純は、そう言ってスタンドにいる則之と夕紀の所へ向かった。純と冥は、殆ど見分けがつかない。純には、顎に小さなホクロがあるのだが、日焼けした肌では判別しにくい。それで、純も冥も則之がいる時は、いつも自分がどっちか言うことにしていた。

「純です」

　則之は、今日の勝利を誉めた。

「ようやったなあ。特に第一セットの最後は、気合いが入っていた。あと一勝で、予選通過や」

　純は、立ったまま言った。

「はい、その最終戦のことで、夕紀ねえさんに聞きたいことがあって」

　夕紀は、額の汗をハンカチで押さえながら言った。

「あの中学生のことやね。私の先輩がやっているテニスクラブから、二年前に独立したコーチが経営しているクラブの子やわ。すごい子が二人いるって、聞いたことがあるから、きっとあの二人のことね。どうも、公式戦はこれが初めてみたい」

　テニスコートから少し離れた芝生では、浩太が純たちの様子を伺っていた。浩太の手には、スポーツドリンクのペットボトルがあった。中のドリンクは、半分凍っている。浩太は、融けた液体を一気に飲み干し、ボトルを芝の上に置いた。

「えいっ。えい」

　それを踏みつけて、凍ったドリンクを砕いているのだ。何度か踏むうちに一部が外に飛び出した。

「よっしゃ」

　溶け残った氷の成分は、少量の不純物を含んだ水だ。美味いとは言いがたい。浩太は、飛び出した氷を二の腕の内側、日焼けしていない部分にくっつけた。この部分は、胴体に近接しているために、日常的に刺激を受ける割合が少ない。そのため、少しの刺激でも過剰に感じる。父から学んだ。
「おお、冷たい。ええ気持ちや」

　次に浩太は、首筋に氷を当てた。氷は、浩太に一服の清涼を与えて直ぐに溶けてしまった。浩太は、もう一度ボトルを踏みつけた。
「おおい、何をしてるのや」

　その声は、父の友人である倉持だった。

「あ、倉持のおっちゃん」
　浩太は、倉持に一連の動作を説明した。

「ふむ、しかしなあ浩太。蓋をしたままのほうが良いのと違うか。飛び出した氷は、土が付いて汚いやろ」

　そう言われた浩太は、にやりと笑ってボトルの蓋を閉めて地面に置いた。位置は、倉持の少し前。

「おっちゃん、やってみて」

　倉持は、足を少し前に出すようにボトルを踏んだ。全体重をボトルに対して垂直にかけるべきだった。
「あっ」

　ボトルに乗った倉持の足は、ボトル内の気圧に弾かれて前方に伸びた。悲惨な結果は、浩太の想像したとおりだった。倉持の意思に反して開いた両足は、運動不足のために硬くなった筋を容赦なく伸ばした。時間にすれば、ほんの二秒程、倉持の体が固まった。痛みを堪えているのだ。
「おっちゃん、大丈夫か」

「だ、大丈夫や」

「歩けるか。お父さんを呼んでこようか」

「い、いらん、このことは内緒や。ええな。こんなブザマなことを知られたら、一生言われる」

　土が付いたボトルを持ち上げた浩太は、

「あーあ、これもうアカンな。せっかく、お父さんが買ってくれたのに。なあ、おっちゃん」

　そう言って、倉持を見上げた。

「わかった、わかった。新しいのを買ってやる」

「抹茶ミルクアイスのほうが良いなあ」

　幸い内股の筋が一時的に伸びただけで、倉持の痛みは直ぐに消えた。屈伸を二度三度、立ち上がった倉持。浩太が運動公園センター施設を指差していた。

「あっち、売店がある」

　

　カップのアイスクリームを二つ買った倉持は、センター施設の外にあるベンチに腰を下ろした。浩太も並んで座った。浩太がカップの蓋を開けようとしたとき、倉持が立ち上がった。
「浩太、ちょっと行ってくる」

　倉持は、そう言ってアイスクリームを置いて歩きだした。

「いってらっしゃい」

　浩太の意識は、倉持の動向よりアイスにあった。カップのふちから溶けていくクリームをスプーンですくう。夏の暑さにほどよく溶けたクリームは、甘さを増している。あっという間に一つ食べてしまった。そして、倉持が置いていったカップを掴んだ。かなり軟らかくなっている。

「あーあ、溶けてしまうで。もったいないから、食べてしまおうっと」

　いくら好きなものでも、二つめになると飽きてしまう。それに喉が渇く。

「水」

　施設の周囲を探していた浩太の目に、床置き型のウォータークーラーが映った。浩太は、それによじ登り、ボタンを押した。冷水が飛び出した。

「うーん、うまい」

　さっぱりした浩太は、クーラーの横に落ちていた紙を見た。

「なんやこれ」

　検査中、使用禁止。浩太には、意味が判らない。元は、クーラーに貼り付けてあったのだが、風のいたずらか、糊が暑さで溶けたのか、剥がれて落ちていた。
　喉の渇きが癒えた浩太は、本来の目的を思い出した。遊びに来たのではない。冥と純を応援するために来たのだ。

「もう、終わってるかな」

　浩太は、コートに向かって歩き出した。センター施設とテニスコートの間には、シャワールームを備えたクラブハウスがある。その影に見たことがある男がいた。男は、バイオン製薬で会った山田だった。そこに中学生くらいの女の子を二人連れた男が現れた。男は、白い上下のジャージを着ている。おそらくコーチだろう。

　浩太は、本能的に身を廃棄物箱に隠した。山田がコーチに何かを渡した。注射器が二つ。誰かの手が浩太の肩に触れた。
「どうした。あの男を知っているのか」

　倉持が浩太の傍にしゃがんでいた。

「うん、山田や。バイオンにいた」

「なるほどな。よっしゃ、浩太はお父さんとお母さんの所へ戻れ。これは、駄賃や」

　倉持は、浩太の手に百円玉を握らせた。

「さあ、行け」

「うん」

　

　浩太がコートサイドにいる両親の元に戻ったときには、冥と純の試合が始まっていた。試合は、スコアだけ見れば互角だった。押しているのは、純と冥のほうなのだが、単純なミスが目立っていた。それが無ければ、圧倒しているはずだ。
「何か、変ね」

「何だろう」

　第一セット、ゲームカウント４―３になったところで互いに声をかけた。時々、相手のスイングと打球速度が一致しない。思ったより球が来ないのだ。
「ねえ、あの子達。フォームがどこかで見たことがあるのだけれど」

「そう、私もそう思っていたわ。あの右利きの子、ヴィーナス・ウイリアムスに似てるわ」

「左利きの子は、ヒンギスを鏡に映した感じかな」

「そう」

「だから、スイングが大きいわりにヘッドスピードが遅いのかもね」

「ポジションを半歩前に」

「ＯＫ！」

　その作戦が当たり、残りのゲームを簡単に取り第一セットが終わった。そして、第二セット中学生ペアからサーブ。中学生の上条が、サーブの位置に付き、左手でボールを上げた。そのとき、上条の動きが止まった。本来なら相手コートに打ち込まれるはずのボールは、放物線の最高点に一瞬止まり、そのまま上条の足元に落下した。何が起こったのか、上条本人でさえ判っていない。肩が動かないのだ。どうして。なに。足が震える。
　その場で異変に気がついていないのは、上条のパートナーである芳野だけだった。冥と純は、上条の異変を訴えるためにラケットを前に出して芳野に言った。

「うしろ見て」

「相棒が変よ」

　芳野が振り向いたとき、上条がコートに座り込んでいた。

「タイム」

　審判がそう言って、上条に駆け寄った。芳野は、コートサイドのコーチを見つめた。ルール上、コーチはコートに入れない。選手と会話することも禁じられている。審判も声をかけるだけで、手当てが出来るわけでもない。この大会には、医師もトレーナーもいない。選手は、自力でなんとかしなくてはならないのだ。時間だけが過ぎていく。審判は、上条と芳野に言った。

「規定の三分が経過した。残念だが、これで終わりだ。君たちは、良くやったよ。まだまだ、これから強くなる。上条くん、立てるかい」

　小さく頷いた上条は、審判と芳野に助けられながら立ち上がった。そして、上条から離れた審判は、審判台に上った。

「ゲーム　セット　マッチ　ウォン　バイ　純、冥。」

　まばらな拍手、後味が悪い勝利だった。冥と純は、ネットの近くで中学生の二人を迎えた。握手をするために上条が右手を上げようとしたのだが、肩が激痛に襲われた。それは、彼女が経験したことがない痛みだった。痛みに声も出ない。
「脱臼か」

　コートサイドから試合を見ていた則之は、そう言って上条を指差した。

「冥、こっちに来い。純、スプレー持っているやろ」

　則之の声に二人は即応し、冥がコートサイドに駆け寄った。純は、自分のバッグから消炎スプレーを取り出し、上条の肩に吹き付けた。

「どう、少しは楽になった」

　上条は、小さな声で、

「うん、ちょっとまし」

　そう言ってウエアの袖を少しまくった。

「うわっ」

　純の目に映ったのは、紫色に変色した肩だった。上条の肩は、まだ未発達の筋肉に負担を掛け続けた結果、毛細血管が切れて内出血を招いていたのだ。炎症を起こした肩の筋肉が腫れ、序々に骨を押し出していた。痛みは、以前からあったのだが、鎮痛剤で押さえていた。あと一日、持てば良い。そう思って、今日も鎮痛剤を使った。だが、痛みを抑えても治るわけではない。第一セットを取られたことによって、いつもより力が入ってしまった。サーブを打つ為に下方に反り返った背筋と肩を上げようとする上腕筋が潮汐力のように働き、肩の関節を引き伸ばした。そして、限界を超えた。
　純の視線は、上条から芳野に移った。芳野は、震えていた。上条の身に起こったことは、芳野にも起こりうることだった。芳野は、自分の左肩に触れた。

「あなたも痛むのね。コーチは、このことを知っているの」

「はい。でも、あと少しの我慢って。予選終わったら、本大会まで二ヶ月あるし」

　なんと無謀な。純は、天を仰いだ。

「ひどい話ね。こんなになるまで続けさせるなんて。まだまだ、連戦に耐える体が出来ていなかったのよ」

　痛みに堪える上条は、すがるようにコーチの姿を探していた。迷子の子供が、親を探すように。だが、コーチの姿はなく。代わりに冥が近寄ってきた。
「あのね。則之叔父さんの知り合いが、競技場に来てるって。大学のフットボール部のコーチ兼トレーナーで、練習試合に付いて来てるから、彼女の肩を見てもらったら良いって」

　冥と純に抱かれるようにして、上条はコートサイドに向かった。その後を芳野が涙をこぼしながら歩いていく。その先には、レフェリー（大会委員長）とコーチが待っていた。大会規定では、日本テニス連盟所属のクラブであるならば、年齢やプロ・アマを問わないことになっていた。上条も芳野も連盟所属のクラブ会員であるが、大会本部役員の中には反対する者もいた。その一人が、元全日本女子ダブルスチャンピオン田岡律子、現レフェリーその人だった。三十年前、律子は中学三年生だった田岡は、全日本選手権の予選を勝ち抜いた。だが、本戦を前に肘を痛めてしまった。それでも無理をして参加した。そして、一回戦の途中で棄権した。それから練習が出来るようになるまで一年を費やした。そんな経験から、芳野と上条の参加に反対した。だが、規定に反していない二人は、トーナメント出場の権利があり、二人はそれを行使した。
「これは、亜脱臼やな。完全に外れていない。しかし、フットボールならともかく、テニスでなるとはなあ」

　そう言いながら、トレーナーは上条の肩を指差した。
「藤原さん、彼女の体が動かないように、こうやって」

　トレーナーは、はがい絞めのような格好をした。則之は、彼がいうように上条の体を固定した。

「いくで。ちょっと痛いけど我慢して」

　上条の二の腕を両手で掴んだトレーナーは、腕を前に引きながら少し角度を変えて押し込んだ」

「うっー」

　上条の目から涙がこぼれた。

「肩は入ったけどな。腫れが引くのにしばらくかかる。ともかく、直ぐに医者に診てもらえ。完全脱臼より亜脱臼のほうが、やっかいなことになることもある」
　

「とりあえず、おめでとう」

　夕紀の言葉に純と冥は、勝利者に与えられるメダルを手に持って笑みを浮かべた。

「はい、でも、なんだかねぇ」

　重い雰囲気を吹き飛ばすように則之が言った。

「さあ、腹へったやろ。おばあちゃんが、ごちそうを作って待っている。帰ろうか。浩太、帰るぞ」

　浩太の返事がない。浩太の目は、遠くを見つめていた。顔色が悪い。

「浩太・・・」

　　　　　　　　　　　　　　　　　２

　白いものが見える。何だろう。浩太は、左手を伸ばした。手に何か刺さっている。白いものが動いた。
「動かないで。点滴が外れるから」

　白いものは、看護師の制服だった。右手は、母が握っていた。

「気がついたのね。」

「うん、なんか、ようわからん。ぼく、どうしたんや」

「あのね。食中毒で入院したのよ。でも、もう大丈夫。明日、退院出来るから」

「うん」

　浩太の目覚めを待っていたようにカーテンの向こうから、女性の声が聞こえた。声の主は、保健所の調査員だった。そっとカーテンの中に入った調査員は、優しい声で浩太に言った。

「ちょっと聞きたいことがあるの。浩太君が何を食べたか教えてくれるかな」

　浩太は、朝食から順に食べたものを語った。

「で、アイスクリーム。えっと、えっと、なんていうのかな。水、ほら、噴水みたいに出るの」

「それは、どこにあったの」

「うん、運動場。裏」

「運動公園の中ね。いいわ。ありがとう。ゆっくりやすみなさい」

　浩太は、もう一度眠ろうと瞳を閉じたのだが、点滴の針が気になって眠れない。片目を開けた。
「うう、針、抜いて」

　そういって左手を上げようとしたのだが、母に腕を押さえられた。

「もうちょっと我慢しなさい」

　点滴液の残りは、あとわずかだった。しかし、幼い浩太には無限にあるように思えた。

「他のことを考えなさい。ね」

　そう言われても白いカーテンに閉ざされて、全く外が見えないのだから、面白いものなどない。こんなとき、テレビのヒーローみたいに壁が透けて見えると良いのに。そんなことを思いながら、浩太は壁を見つめた。そう、ヒーローなら神経を集中して。
　聞こえる。外の音が聞こえる。サイレン、遠くから救急車の音がする。

「救急車や」

　母には、何も聞こえないようだ。

「えっ、何が」

「ほら、ピーポ、ピーポって」

　しばらくすると母にも聞こえるようだ。

「ほんまやね。浩太は、耳が良いのやね」

　救急車の音は、しだいに大きくなり、病院の前で停止した。院内放送が急患を告げ、階下の廊下を走る音が浩太の耳に響く。その足音の中から聞き覚えのある音が。
「あ、お父さんや。こっちにくる」

　

　そのとおり、浩太の予言どおりに父の則之がコンビニの袋を持って入ってきた。

「おっ。目が覚めたか。どれどれ」
　則之が浩太の額に手を当てた。

「うむ、熱はもうないな。よしよし」

　袋からスポーツドリンクを取り出した則之は、浩太の上体を起こした。浩太の息は、体力を失っているために荒い。
「さあ、最初は舐めるだけや」

　ボトルの蓋を開けた則之は、浩太の口に近づけた。舌でそれを舐めた浩太に、

「次は、ちょっとだけ口に含め。飲むなよ」

　ほんの少しだけ口にドリンクを含んだ浩太は、言われるままに飲まずにいた。冷たいドリンクが口で少し温くなった。

「よっしゃ、飲め。ゆっくりな」
　ゴクリと飲み込んだ浩太に、則之がもう一口飲むように言った。そして、ボトルを浩太に渡した。

「あとは、飲みたいだけ飲め」

「うん」

　浩太は、一気にコップ一杯分ほど飲んだ。うまい。体力が回復していくように感じる。浩太は、自力で上体を起こそうとした。
「まだ早い。寝てなさい」

　母の軟らかい手が浩太の額を押さえた。浩太は、母の言いつけに従って目を閉じたが眠れない。空腹も感じる。

「お腹が減った。眠くないし」

「そう、お腹が減ったのなら治ってきたのやね。でも、今日の昼ご飯は抜きなさいってお医者さんがいうてはる。そやから、ドリンクだけで我慢しなさい」
　お昼ごはん。まだ、晩御飯も食べてないのに。

「えっ、お昼ごはんって、晩ごはん、どうなってるの」

　浩太は午後から入院して、目覚めたのが翌朝の午前七時。何か損をしたような気分だ。ふてくされて横を向いた浩太の耳に軽い足取りの音が響いた。従姉の純か冥だ。仕切りのカーテンから顔を出した純は、父と母に言った。
「交代します。二人とも昨夜から何も食べてないのでしょう。夕紀ちゃんは、ぜんぜん寝てないのだし」

「そうね。ありがとう。そしたら、ちょっとだけ浩太を頼むわね」

「はあい。任せて下さい」

　従姉の純と冥には、来春大学を卒業予定の兄がいる。浩太と夕美に比べれば、ずいぶん年上になる。それは、父と母、夕紀と則之が結婚したのが二人とも三十三歳であったが、母である夕紀の姉は、浩太の父と母より十年早く結婚したからである。その訳は、浩太の知るところではないが、祖母が時々「浩太のお父さんとお母さんは、星が巡り合わせたのよ」とか「亡くなったお爺さんが、二人を結んだのよ」と言う。その意味が浩太に理解出来るようになるのは、まだまだ先のこと。
　純と冥の父は、バイオン製薬の東京営業本部に勤めている。元は、京都本社にいたのだが、純と冥が浩太くらいのときに転勤した。純と冥には、兄がいる。純と冥の兄、中山良隆は則之の影響で高校から自転車競技を続けている。そんな良隆が浩太の家に遊びに来たときは、いつも浩太を自転車に乗せて猛スピードで走ってくれる。従兄の良隆に会うのは、とても楽しみなのだが、純と冥は少し違う。もちろん可愛がってくれるのだが、そのやり方が気に入らない。たぶん、今日も。
「はーい、浩太。汗をかいたでしょ」
「体を拭いてあげるわ」

　純が赤ちゃん用おしりふきを取り出した。それと同時に冥が、点滴の針が付いている浩太の左腕を押さえつけた。

「いやや。いらん、いらん」

　浩太が抵抗を試みたのだが、冥が腕を押さえながら浩太の両足を脇に抱えた。右手で純の手を掴もうとしたのだが、手を動かす間もなく純の手がそれを押さえた。患者服の前をあっという間に開いた純は、おしりふきで浩太の胸と腹を拭き始めた。

「ほら、気持ち良いでしょ」

「いやや、って、いうてるやろ。純のアホ」

　

　浩太が手荒い愛情を受けている頃、保健所の調査員に扮装していたスミレは、病院の駐車場に向かっていた。夏の太陽に焼かれたアスファルトから熱気が立ち昇る。立っているだけで汗が噴出す。暑さから逃げるように歩調を上げたスミレは、濃紺のハイブリッドセダンのドアに触れた。ドアは、音も無く開いた。助手席に座ったスミレは、エアコンの送風口に額を当てた。
「ふう。浩太少年は、無事だったわ。まあ、本人が一日で退院したって言っていたのだから当然だけど。不衛生な水を飲んで中毒を起こしたようね」

「つまり、無関係だということか」

　タケルの言葉に頷いたスミレは、座りなおした。

「あの脱臼した女の子を探ったほうが良いわね。あっちは、どうなってるの」
「今日、最後の門をくぐることが出来そうだ」
　タケルは、背後を指差した。振り向いたスミレの目にダークブルーのクルマ映った。運転席には、倉持の姿が有った。

「これから、彼が鞍馬口総合研究所に向かう。脱臼した中学生のことも彼に任せたほうが良いだろう。我々は、府警本部に行く」

　タケルの声が倉持に聞こえたかのように彼のクルマが駐車場から出て行った。向きなおしたスミレは、タケルから身分証を渡された。
「警察庁刑事局、特殊事件捜査室、森下すみれ警視。それが君の身分だ」

「で、あなたの役は、何なの」

「同捜査室、山本武警視正」

「一ヶ月で巡査から警視正ね。ずいぶん早い出世だこと。でも、そんな高い身分だと正体がバレる可能性も高いわね」

「それは、心配ない。府警本部から警察庁への電話やファックス、メールは全てマルクが傍受している。必要とあれば、マルクが返事をする。さあ、行くぞ」

　ハイブリッドセダンのガソリンエンジンをかけたタケルは、カーナビに見せかけたコンピュータのディスプレイを開いた。それには、警察のあらゆる通信が現れた。ファクシミリ、メール、電話の会話も文字に変換されている。
「やはり、ガソリンエンジンの振動は心地よい」

「へんな趣味」

　スミレの言葉を無視したタケルは、駐車場から通りに出た。

　先に出発した倉持は、目的地である鞍馬口総合研究所の近くにクルマを止めた。一つ深呼吸をした倉持は、タンゲ電子工業社長、松本小次郎になるために気持ちを入れ替えた。そして、クルマを降りて歩き出した。相手は、民間の研究所なのに警戒心が高く、訪問一度目は受付で丁重に帰された。二度目は、応接室に通されたのだが、女性社員から研究所の概要を聞かされて終わった。三度目の正直、今度は副所長が会ってくれるらしい。所長のザイラー氏は、正体が掴めなかったが、こいつは簡単に調べがついた。元は、京都市立医大の内科医で臨床試験のデータを売った疑いで辞職している。これは、大宮病院の医療機器紛失事件の調査中に浮かび上がった人物だ。医師でありながら、学生時代からコンピュータプログラムの製作を趣味としていた。安藤勝則、三十二歳、独身、野心家、ギャンブル好き。面会にわざわざお盆休みのそれも日曜日を指定してきたのには、何か訳があるに違いない。こういう人物には、隙があるものだ。
　それとなく左右観察した倉持は、観音開きの重いガラス戸の前に立った。内側には、十六日まで休業の立て札がある。鍵は、開けてあるはずだ。重いガラス戸をあけた倉持は、指定されたとおり無人の受付に名前を告げると副所長が奥から現れた。副所長は、痩身で病的な感じがする。ワイシャツの上から白衣を着ている。胸には、ＩＤカードが付いていた。軽く会釈をした副所長は、右手を差し出した。
「副所長の安藤です」

　倉持は、握手をしながら言った。

「タンゲ電子の松本です。よろしくお願いします」

「では、こちらに」

　倉持が案内されたのは、五階のコンピュータルームだった。エレベータから外壁に伸びる通路の両側にガラス張りの小部屋が並んでいる。一見した限りでは、どこにでもある事務所のようだ。コンピュータも倉持が書類の製作に使っているものと変わりないように思える。この研究所は、世界屈指のコンピュータシミュレーションという振れこみだったのだが、大型コンピュータが見当たらない。
「これが、ご自慢のコンピュータなのかね」

　倉持の皮肉な問いに笑みを浮かべた安藤は、ＩＤカードを摘んで答えた。

「良くご存知で。では、こちらに」

　再びエレベータに倉持を連れて乗った安藤は、操作盤に有るスリットにＩＤカードを差し込んだ。エレベータが下降を始めた。階数表示が一階で止まった。だが、まだ降りて行く。階数表示を見つめる倉持に安藤が言った。

「保安上、表向きは地下がないことになっています」

「なるほど。重要な所は、隠しているわけだ」

「はい、防災の意味も含めています」
　エレベータが止まった。だが、ドアが開かない。安藤は、少し待つように手を上げた。エレベータの操作盤にある階数ボタンが赤くなった。
「携帯電話のスイッチをオフにしていただけますか」

　倉持は、鼻を一つ鳴らした。

「断れば、エレベータから出られないのだな。分ったよ」

　ポケットから携帯電話を取り出した倉持は、安藤に見えるようにオフにした。まだ、ボタンが赤になったままだ。

「あの、まだ電子機器をお持ちのようです。それを見せてもらえませんか」

「ああ、かまわない。ただの電卓だ。発売前だが、うちの製品だ。良ければ、差し上げよう」

　倉持は、サマースーツの右ポケットに手を入れた。ポケットには、数珠と薄い電卓が入っていた。数珠を軽く握った後、電卓を取り出した。安藤は、嬉しそうにそれを手に取った。
「おお、かなり軽いですね。本当にもらって良いのですか」

「どうぞ、遠慮なく」

　この電卓は、依頼者から渡されたものだ。社屋のどこかに置くように指示されていた。わざと置き忘れることは、出来そうで出来ない。かといって、部屋の隅に置くにも動作が不自然になってしまう。初めから誰かに進呈するつもりだった。安藤は、まんまとそれに掛かってくれた。安藤は、単純な計算を電卓で試していた。

「確かに電卓です」

電卓を白衣のポケットに入れた安藤は、階数ボタンをいくつか押した。おそらく解除コードなのだろう。
「良し。これで入れます」

　ボタンの赤が消えた。ドアが開き、そこには小劇場のような空間があった。

「まるで、小さな映画館のようだね」

「はい、大量のデータを見るために大きなスクリーンが必要なのです。それとお客様に少しでも楽しんで頂けるようにと社長の考えです」

　安藤に案内された倉持は、中央の座席に座った。肘掛がやけに広い。
「肘掛の前部にボタンがあります。それに触れて下さい」

　倉持は、言われるままにボタンに触れた。すると肘掛の開き、いくつかのアイコンとタッチパッドが現れた。

「簡単な操作が、それで出来ます。一番大きなアイコンに一度触れれば、プログラムが起動します。二度続ければ、ヘルプ機能。三連打で停止します」

　アイコンに触れると同時にプログラムが起動した。

「ほう、速いな」

　倉持が求めていたのは、都市型大規模事故・災害時に人がどのように動くのかをシミュレーションするものだった。これは、依頼者から指示されたものだ。コンピュータの能力が、これで分るらしい。最初の現れたのは、京都市の衛星画像。プログラムが倍率を求めて来た。肘掛にある上下矢印のアイコンが点滅している。上向きのアイコンに触れた。衛星写真が拡大され、航空写真に。そして、ビルの看板が読めるほどの倍率になった。道路を走るクルマが見える。もう少し倍率を上げた。歩行者の動きが、はっきり見える。
「お求めのシミュレーションに必要なプログラムがセットしてあります。十字のアイコンに触れてください」

　倍率が下がり、航空写真の上と左にルーラーと中央にカーソルが現れた。カーソルの移動は、タッチパッドで行う。倉持は、カーソルを市庁舎に合わせた。プルダウンメニューには、地震、火災、事故が有った。火災メニューのガス爆発を選択した。写真上の市庁舎が一瞬明るく光、続いて黒煙に包まれた。倉持は、倍率を上げた。燃える市庁舎付近の建物から、大勢の人が出てくるのが見える。
「時間を早く進めることも出来ますよ。右下のバーがそれです」

　倉持は、カーソルを安藤が言ったバーに合わせてから手を止めた。

「いや、それより知りたいことがある。この人間たちは、どういうデータを元にして動いているのかだ」
「そうですね。心理学を下地にプログラムされています」
「集団心理ということなのか」

「はい、まあ、そんなところです」

　答えたくないのか、それとも詳しい話は有料なのか。倉持は、内ポケットからペンを取り出した。

「なるほど。これより先は、契約してからってことかな。それとも・・・」

　倉持は、ペンを左手に持ち替えて財布を取り出した。

「こっちが良いのか」

　財布から札を十枚出した。一息吸い込んだ安藤は、黙ってそれを受け取った。そして、自分が座っている席の肘掛を開いた。

「面白いものをお見せしましょう」

　肘掛に何か入力した安藤は、スクリーンを指差した。そこには、性別不明の人型がターンテーブルの上に立っている映像が映し出された。その横には、性別、身長、体重、性格などを入力する欄があった。

「既に入力済みのデータがありますので、見ていてください」

　保存されたデータによって、人型が女性の体形に変化した。若い女性のようだ。肩や腕の筋肉がしっかりしている。スポーツ選手か。顔が形成されていく。どこかで見たような顔だ。
「この女性は、どこかで見たような気がするな」

「はい、有名なテニスプレーヤーです。マルチナ・ヒンギスのデータを画像にしたものです。何も着ていないので、サーブ、ボレー、ストロークの筋肉の動きが見られます。ちょっと動かしてみます」

　倉持には、ヒンギスがどういう選手なのか、あまり良く知らないが、全身の筋肉が連動して、そのパワーが全てラケットに集中して行くのが良く見える。安藤は、裸の選手を見せることで、ちょっとしたサービスのつもりだったのが、中学から大学まで陸上競技をやっていた倉持は、体の各部の筋肉の動きに目を奪われていた。倉持の体は、自然に動いていた。

「これは、スゴイな。しかし、こんなデータをどうやって手に入れたのだ」

「実は、これは逆でして。つまり、彼女の動きをするには、どこの筋肉が動いているのか、どのくらいの筋力がいるのかを作っていくわけです」
　安藤の説明では、これより簡素なデータを元にして、市街地シミュレーションの人間を一人一人作るらしい。男女、年齢、などを京都市の実際の比率に合わせてある。百四十七万人のデータがそこにある。
「ほう、それは恐ろしく複雑な計算が必要になるな。それを全部動かしてもエラーが起こらないのか」
「ええ、たまに起こります。先にお見せしたプログラム映像は、それを元にして動くのですが、時々人口が実際より増えることがあります。そういうときは、監視プログラムが働いて修正します」

　画面上では、まだヒンギスが打ち続けている。

「ん」

　倉持の脳裏に一つの疑問が沸いた。

「ヒンギスが打ったボールは、プログラム内でどう処理されているのか」

　安藤が人差し指を立てた。

「良い質問です。画面を替えます」

　ヒンギスの姿が小さくなって行く。画面上では、ヒンギスがネットの向こう側に行った。そして、黒人選手が現れた。それは、この年のウィンブルドン女子シングルスチャンピオンのヴィーナス・ウイリアムスだった。同大会で妹のセレナと組んだダブルスでも優勝している。決勝の相手は、日本の杉山愛とアラール・デキュジス組み。大きく報道されたことで、あまりテニスに関心がない倉持でも知っていた。画面は、音も無く延々と二人が打ち続けていた。
「これには、音が無いのか」

「はい、座席に指向性スピーカーが付いています。今、音を出します」

　突然、軽快な打球音が聞こえてきた。コートを走る足音まで聞こえる。倉持は、カーソルをマッチモードに合わせた。ウイリアムスのサーブから試合が始まった。ポイントが決まるたびに審判の声と観衆の拍手が鳴る。合成音なのか録音の再生なのか、現実の音にかなり近い。見事なプログラムをほめようと安藤を見たのだが、彼は内線用ＰＨＳで誰かと話していた。会話を邪魔しないようにプログラムの音声を絞ろうとしたのだが、安藤は音を無視しているように会話を続けていた。指向性の強い音波は、倉持にしか聞こえないようだ。
　しばらくして、倉持の視線を感じた安藤はPHSを切った。

「すみません。別の来客がありまして、ちょっと席を外します。直ぐに戻ります」

　社内には、誰もいないはずだが、いったい誰と話しているのか。疑問ではあるが、余計なことを尋ねて相手の機嫌を損ねることもない。ここは、面白いプログラムを見て機嫌が良いふりをしたほうが良い。倉持は、小さく笑みを作って言った。
「そう、かまわないよ。元の市街地プログラムに戻してくれるかな」

「ええ、良いですよ」

　画面が市の航空写真に切り替わった。

「では、ごゆっくりご覧下さい。用がありましたら、前の座席に向かって言って下されば応答いたします」

「ありがとう、ゆっくり見せてもらうよ」

　エレベータに安藤が乗るのを見送った倉持は、人物の顔が見えるほどズームインした。上から映像では、頭と顔の一部しか見えないが、それぞれの性別やだいたいの年齢が分る。道行く人々、自動車の往来。本当に街を真上から見ているようだ。その中で、一人の女性が空を見上げた。つまり、倉持を見た。
「あっ」

　見覚えがある顔だ。他人の空似か。いや、これはプログラムなのだ。合成された顔が、たまたま似ていたに過ぎない。だが、気になる。倉持は、その女性を追うように画面を移動させた。アングルを変えられないのだろうか。画面上のアイコンを探した。球体のアイコンに触れてみた。これだ。画面は、ほぼ水平に切り替わった。すぐ近くを追っているのに彼女は何も気が付かない。自分が透明人間になったような気がする。正面から自転車が迫ってきた。思わず身を交そうとしたが、倉持の体を通り抜けるように自転車が画面から消えた。

　カーソルを彼女の前に進めた倉持は、振り返るように視線を背後に回した。間違いない。「彼女」だ。

　見覚えがある道だ。京都の町並みを模したのだから、当たり前なのだが、見覚えの意味が違っている。正確には、文書で読んだ風景だ。それは、ある交通事故の報告書だった。十二年前、倉持には婚約者が居た。まだ、彼が商社に勤めていた頃だ。当時、バブル経済の波に乗り、もしくは波に押し流され、会社も彼自身も栄光の美酒に酔っていた。倉持の営業成績は上々で、売上実績が毎月上位に入っていた。彼の努力もあったのだが、時代に踊らされていた。不動産、特に高級マンションを手掛かりにして、顧客から求められる物なら何でも売った。中には、非合法なこともあったが、なんとかすり抜けて来た。現在の探偵業は、そのときに培った知識が役に立っている。
　バブル時代、忙しい日々の中で、唯一心を休めるのが彼女と過し時間だった。仕事も恋も順調に行くかに思われた。突然の訃報だった。それが、今見ている画面で再現されている。

「危ない。次の角からオートバイが飛び出す」

　心の中で叫んだ。その声が聞こえるはずも無く、彼女が跳ね飛ばされてしまった。まるで人形のように路面に叩きつけられた彼女は、呼吸をしていない。首が折れている。倉持の胸は、驚きと悲しみに痛んだ。涙が一筋。
「どうかしましたか」

　安藤の声だった。倉持は、平静を装うために目を擦った。
「いや、ちょっと目が疲れてね。しかし、リアルな画像やな。本当の事故に見えるな」

　事故という言葉に安藤の顔が曇った。微かに唸った安藤は、隣の席に座り、下からなにやら取り出した。キーボードだ。安藤がいくつかのキーを押すと、一つ前にある座席がディスプレイになった。ディスプレイにアプリケーションが立ち上がった。画面に「Anubis」の文字。倉持がそれを覗き込んでも安藤は気が付かない。彼は、無言でそのアプリケーションを操作し続けた。五分ほどたっただろうか。ふっ、と息を吐いて倉持を見た。
「どうも、すみませんでした。監視プログラムのバグです」

　監視プログラムがエラーを起こしてどうする。なんのための監視だ。と、言いたくなったが、安藤を責めても益がない。話を適当に合わせよう。
「そうか。さっきの交通事故は、まさに事故やな」

と笑った。

「ええ、そうですね」

　安藤もつられて笑った。手前のミスを笑ってくれた倉持に対して、安藤は気を抜いた。こういうときは、言わなくても良いことまで喋ることがある。倉持は、Anubisについて話した。

「これ、Anubisというのは、エジプトの冥界の神やったよな」

「そう、そうです。良くご存知で。死者の神です。このコンピュータの中は、一つの世界です。増えすぎて削除するにもね・・・」

「うん、うん。つまり、針供養のようなものやな。安藤さん、なかなか信心深いお人やな。関心、関心」
　そういって倉持は、数珠を取り出した。今消えたプログラムの一部である彼女のために合掌した。倉持の態度に痛みいったのか、安藤が語り始めた。
「膨大なデータが、世界中で消されていきます。ただの信号なのですから、どうってことないのですが、それを作ったのは人であり、どうしようと人の勝手です。しかし、それで良いのだろうか。そんなふうに思うこともあります。まあ、落雷一発で消えてしまうものですが、それだって生きている人にも起こることですよね。コンピュータがクラッシュしたり、誤って、さっきみたいなことでも消える。このシミュレーションは、多くの人格があるかのように動きます。つまり、意思があるように動きます。時々、本当に意思があるのじゃないかと思うこともあります。Anubisのバグは、最初から有ったものではありません。実は」

　そこで安藤が言葉を切った。話し過ぎたと思ったらしい。

「安藤さん。なんとなく、言いたいことは分るよ。電子機器を製造しているときに同じような感覚を覚えることがあるね。同じ基盤、同じプログラム、同じ材質を使い、同じ手順で組み立ても、当たりハズレがある。もちろん、ハズレは稀やけどね。たまにハズレのほうが面白い反応を示すことがある」

「そ、そうですね。人間が作った物なのに思うように動かない」

「そう、別の生物のように」

「はい」

　安藤は、同類を見つけたかのように喜んだ。倉持は、適当に相手に合わせて話しているだけなのだが。

倉持と話しながら横目でAnubisが起動しているディスプレイを見ていた安藤は、流れる文字を時々気にしていた。ディスプレイの中央に緑の小さな円が現れ、それが一つ二つ三つと増えて行く。五つめで止まった。そして、その小さな円が点滅を繰り返した。Anubisが返答を待っているようだ。それに答えるためにEnterキーを押した安藤は、画面を睨んだ。簾が下りるようにプログラミング言語が次々と流れていく。もう一度Enterキーを押した安藤は、Anubisを終了させた。

「これで大丈夫、元に戻りました。先ほどの事故前に戻りました」

「それは、良かった」

　倉持は、本当に良かったと思った。コンピュータの中にいる彼女は、死なずに済む。変な感情だ。ただのプログラムに感情移入をしている自分が可笑しい。だが、心から嬉しい。
「さっきの事故は、無かったことになり、あの人は助かったのやな」

「そうです。助かりました」

「まあ、コンピュータの中だから、実際に死ぬの生きるのではないけど、あまり気持ちが良いものではないな」

　倉持は、視線を大スクリーンに向けた。スクリーンは、事故直前の静止画像に戻っていた。画像といより、風景写真のようだ。窓から外を眺めているような気分になる。完璧に再現された町並みは、実物と見間違う。むしろ、スクリーンの前に整然と並んだ座席のほうが絵のように感じる。人間のというのは、不思議なものだ。人間の脳が。そういったほうが正しい。作り物だと分っていても感情が入れば、例えそれがモノクロームの映画でも色を感じてしまう。そして、それを後日思い出したときに匂いまで思い出すこともある。視覚情報から、脳が過去の経験と重ねてしまうのだ。このコンピュータが作り出した精巧なコピーならなおさら、それを現実のように感じてしまう。しばらく彼女の後ろ姿に見入っていた倉持に安藤が語りかけた。
「変化に気が付きましたか。解像度が上がったように感じるでしょう」

「ああ、確かにそう思う。目の錯覚か」

「目の錯覚もありますが、脳がこの映像に慣れてきたことによります。実は、あのスクリーンは、二重になっています。二枚重ねという意味では、ありません」

　倉持は、身を乗り出してスクリーンを見つめた。そして、右目を閉じた。何も変化がない。次に目を変えたが、それでも変わらない。

「３Ｄ映画でもなさそうやな」

「はい、そうです。光信号が二種類出ています。一つは、通常人間が見ることが出来る範囲の光。もう一つは、自然光に含まれる赤外線と紫外線を出しています。識別可能な色の違いは、個人差があります。人によって可視光の範囲が少し違うわけです。また、赤外線を熱と感じることもあります」

「なるほど、可視光の幅が広いほど実物に近く感じるわけや。それに赤外線を身体で感じることも」
「はい、そのとおりです。解像度が上がったと思われたのなら、ある方法を使えば、もっとリアルに感じられます。まだ、開発途中ですが、体験してみますか」
　安藤の説明では、軽い睡眠薬のようなものを使うらしい。特別な体質でなければ、全く害がないというのだが、事前に問診と血液検査が必要となる。そして、同意書も。

「そうやな。まあ、害が無いのなら体験してみるか」

「では、こちらへ」

　安藤が指し示したのは、スクリーンの反対側、エレベータの傍にある金属製のドアだった。ここに来たときは、シミュレーション室に目を奪われて気が付かなかったドアだ。ドアの向こうには、廊下を挟んで小部屋がいくつも並んでいた。安藤が倉持を連れて入った部屋は、落ち着いた木目の壁と黒いスクリーンがあり、スクリーンに向かって旅客機の座席のような椅子が二つ並んでいた。他には、壁際にステンレスのワゴンがあった。それには、診察室にあるような医療器材や薬品が並んでいる。
「どうぞ、楽にして下さい。いくつか質問します。その前に血液検査をしたいのですが」
　断れば先に進めないのだろう。なら聞くなよ。と、言いたくなるが、マニュアルに従った問答なのだからしかたがないか。椅子に座った倉持は、袖のボタンを外そうとした。
「いえ、そんなに多く取りません。針の先程度で結構です」

　安藤は、倉持の指にボールペンのような器具を当てた。痛みは、ほとんど無い。器具を指から外した安藤は、それを手に持ったまま腕時計を見ていた。おそらく、反応時間を見ているのだろうか。そんな簡単な試験で、何が分るというのか。待つ間がもどかしい。
「最近は、妊娠するようなことをしていないよ」

　安藤がクスリと笑った。

「そのようですね」

「そりゃ、残念。なのか、良かったのか」

「そうですね。良かった、の、ほうでしょう。検査は、合格です」

　その後は、よくある健康診断のような質問で終わった。持病もなく、大病の経験もない。
「では、これに署名をお願いします」

　安藤から渡された書類は、新薬臨床試験を受ける際に署名するような内容だ。一度、臨床試験を受けたことがある。商社で医薬品の輸入を手がけていた頃だ。まだ、入社したばかりだった。こういう試験は、業務命令で強制されるものではないが、国内の製薬会社から情報を得るために特別ボーナスと引き換えに引き受けた。産業スパイ、それが今の探偵業に足を突っ込むきっかけとなった。
「少し、ちくっとしますよ」

　腕に消毒薬の冷たい感触があった。そして、注射針。

「眠くなることもありますが、一時的なものです」
　安藤が一方的に作業を進めていく。倉持の耳に大きなヘッドフォンを装着された。外部の音が完全に遮断されている。ヘッドフォンから安藤の声が流れてきた。

「スクリーンを見て下さい。何種類かメニューが出ます」

　黒いスクリーンが明るくなり、スポーツ、旅、ビジネス、ロマンスの文字が現れた。

「疑似体験が出来ます。何か、体験したいことがあれば言って下さい」

「そうだな。スポーツ、ゴルフが良いな。最近、知人に薦められて始めたのだが、なかなか上達しない。コースに出たことが、まだないからな」

「はい、では」

　スクリーンには、有名なプロゴルファーがセントアンドリュース オールド コースを背景に立っている姿が映った。風を感じる。草の臭い。まるで、自分がそこにいるような感じだ。スクリーンが揺らぎ、こめかみに軽い痛みを感じて目を閉じた。歓声が聞こえる。目を開けば、ティーグラウンドに立っていた。クラブまで持っている。バーチャルリアリティーにしても、これは度が過ぎる。信じられない実感がある。幻覚なのか。非合法の薬でもやられたか。「まあ、ええ。打ってみるか。観客の失笑を買うな、まちがないなく」

　だが、倉持の打球は見事にフェアウエィのど真ん中に落ちた。まぐれにしても出来すぎている。三百ヤードは、飛んでいる。そして、第二打もプロのようなショットで見事にグリーンを捕らえた。グリーンに上がり、バーディ。次のホールも一流のゴルファーのように打ち続けた。５ホール終わったところで、スコアは２アンダー。これが本物なら、実に良い気分だ。ふっ、と目の前が真っ白になった。
「このくらいにしておきましょう」

　気が付けば、コースではなく元の椅子に座っていた。

「いや、これはスゴイ技術だ」

　にやりと笑った安藤は、倉持を立たせた。倉持の足が少し震えている。

「おお、ほんまにコースを回ったような疲れを感じるな」

「ええ、筋肉が実際に動いたように感じているのです。このまま練習場に行けば、プロ並みのショットが打てますよ。ただ、効果は二三日で消えます」

「ふーむ、催眠学習ってことかな」

「まあ、そのようなものです。プロ並みの身体能力があれば、繰り返してこのレッスンを受ければ、ある程度効果があります。でも、普通の体力だと壊れる可能性があります。それにまだ実験段階ですので。もう少し、肉体的負担が少ないのもありますが」
　肉体的負担が軽い。そういうものは、たいてい精神的負担が大きい。それに一つ謎が解けたのだから、今日は十分収穫があった。注射された薬品も気にかかる。一旦、撤退するか。倉持は、心からの笑みで安藤に握手を求めた。それは、調べる必要を省いてくれた礼のつもりだった。あの中学生たちは、これを受けたのだ。

「安藤さん、ありがとう」
「そうですか。喜んでもらえましたか、では街を歩いてみてはいかがでしょう。このプログラムを使って、先ほどのシミュレーション都市を散歩出来ますよ。一人だけ会話が出来るようにしておきます。あまり大勢と話すと容量を食いますので。女性が良いですよね」

　安藤の顔には、勝ち誇ったような自信が溢れている。行くしかなさそうだ。
「そうだね。やってみるか。また注射をするのかな」

「いいえ、今ご覧の部屋も椅子も私もシミュレーションです。まだ幻想世界の中です。あと、十五分くらいは薬の効力がもちます」

「えっ、どういうこと」

　一瞬にして倉持は、銀杏並木の道路に移動していた。さっき見た事故現場の近くだ。倉持は、ゆっくり歩き始めた。後ろから誰かが。
「ねえ」

　振り返れば、彼女がいた。ランダムに組み合わされた目鼻立ち、体形なのだろうが、あまりにも似ている。死んだはずの彼女が、目の前にいる。仕草まで似ている。

「ねえ、道を教えてほしいの」

「あ、はい。どこまで」

　彼女が雑誌を広げて倉持に見せた。

「ここ、このお店に行きたいのだけど」

「ああ、ここはちょっとややこしいね。一緒に近くまで行きましょうか」

「まあ、ありがとう。助かるわ」

　なんだか妙な感じだ。懐かしいような、照れくさいような。現実との違いは、数分かかる道のりが数秒で到着したところだ。他は、本当に街を彼女と歩いているような感じだ。店は細長いビルの地下にあった。一緒に入りたい気分なのだが、彼女は作り物。ここで別れよう。

「では、これで」

　去ろうとしたのだが、彼女が倉持を引き止めた。

「あのう、良かったらご一緒していただけませんか。本当なら友達と来る予定だったのですけど急に来られなくなって」

　意外な展開。そう思ったが、倉持が心の奥で願ったことでもある。なるほど、これは思考の世界なのだ。ある程度、思うようになるのかもしれない。

「はい、僕でよければ。」

　地下に降りた二人は、薄暗いバーのような店に入った。中は、結構広い。一番奥のテーブルに向かい合わせで座った。テーブルには、アイスコーヒーが二つ。彼女は、ガムシロップとフレッシュを少し入れた。カラカラと混ぜる音。倉持は、何も入れずに一口飲んだ。アイスコーヒーを混ぜる手を止めた彼女は、身を乗り出した。

「ねえ、あなた。あなたは、人間でしょう」

　意味が分らない。何が言いたいのだろう。

「ええ、確かに人間ですよ。君は違うのかな」

　彼女が首を振った。

「そういう意味じゃなくて、ここの人じゃない。つまり他の世界から来た人」

　もしかして、彼女は「イカレタ女」の設定なのだろうか。それとも倉持のことをシミュレーションではないことを自覚しているのか。自覚というのも変なことだが、プログラムと他とを区別出来るようになっているのだろうか。コンピュータゲームのように対応したほうが良いのかもしれない。さぐりを入れてみるか。
「ええっと、他の世界というのは、この土地の者ではないという意味かな」

　倉持の言葉に彼女の動きが止まった。想定外のことを聞いてしまったのだろうか。続けて質問をしたいところだが、少し待ったほうが良さそうだ。もう一口コーヒーを飲んだ。彼女の視線は、倉持から少し外れたところにある。倉持は、彼女の視線を遮るように手を上げた。その手に反応したのか、彼女の瞳に生気が戻った。
「私は、アツミ」

「そうか、アツミさんか」

「はい、私はアツミ。あなたは、松本小次郎。タンゲ電子工業社長、生年月日は・・・」

　倉持の偽データがインプットされているようだ。

「小次郎で良いよ。それより話を続けよう。なぜ、僕がここの人ではないと」

「小次郎。あなたは、人間でしょう」

　もう一度やり直しらしい。

「そう、人間だ。君は違うのかな」

「そういう意味じゃなくて、ここの人じゃない。つまり他の世界から来た人間」

　まるでオカルト推理ゲームソフトのようだ。この世界は、都市における人間の行動をシミュレーションであるのなら、アツミの職業や家庭が設定されているかもしれない。
「アツミさん、君の職業は何かな」

「会社で働いています」

「そう。ＯＬなんだね」

　霊媒師や超能力者ではないようだ。

「僕と君は、住んでいる・・・存在している世界が違うって言ったよね。それは、なぜそう思ったのかな」

「私の恋人が消えた。姿は、小次郎と同じ。でも、違う。そういうことが、他でも起こっているわ」
「姿が同じで、どうして違うと分るのかな」

「二年前に死んだわ」
　死んだ恋人に生き写し。よくある設定だ。それにオカルトを絡めたシナリオなのか。夏らしいドラマ仕立てのプログラム。このまま楽しんだほうが良さそうだ。

「彼のことを話してくれないか。事故で亡くなったのかな。病気か」

「ええ、いいわ」

　二年前の夏、八月十六日の夜。二人は、ホテルでディナーを食べていた。その後、ホテルの屋上から送り火を見る予定だった。ディナーが終わりかけた頃、突然彼が倒れた。そのまま帰らぬ人となった。死因は、不明。数日たった頃、アツミが彼の家を訪問しようとしたのだが、あるはずの家がなく、彼やその両親が住んでいた痕跡も消えていた。家があった場所には、別の者たちが住んでいたのだ。失踪したと考えたアツミは、彼の知人を頼りに探したのだが、誰も知らなかった。その捜索中、行動の限界があることに気が付いた。
「ほう、限界ね。どこからか圧力がかかったのかな」

「いいえ、私自身の行動範囲。一定の場所から先に進めない。私の行動範囲は、家から会社の往復。他は、飲みに行ったり、食事に行ったりすること。お役所、病院。バス、タクシー、電車、何に乗ってもこの街から出られないのよ」

　それは、当然のことだ。このシミュレーションは、京都市を再現している。そこから出られるわけがない。しかし、それをプログラム自体が気にするはずがない。それとも誰かと通信しているだろうか。アツミと名乗る何者かとチャットをしているのかもしれない。ミステリーゲームとサイバー系を足したようなものかもしれない。
「アツミさん、その限界点に達した場合、どういうことになる」

　アツミは、それがその都度違うという。電車に乗っていたら、いつの間にか始発駅に戻っていたこともあった。バスは終点から、アツミを乗せたまま引き返すこともあった。係員に尋ねても「定刻どおりです」と答えが返って来るだけだった。ある日、タクシーに乗ったはずが自宅のベッドで目が覚めたこともあった。バーチャル世界らしい場面転換だ。倉持は、自分がこの世界にいると仮定して考えた。先に見せられたシミュレーション室の世界にいるとすれば、与えられた課題に応じて行動することになる。大規模災害が起これば逃げるし、暑い日にはプールにいくかビアガーデンに行くのかもしれない。アツミの恋人の死は、何かの病気による突然死の確立計算だったのかもしれない。それに入力ミスか何かを修正するために時間を戻すこともあるだろう。しかし、心理学的データを元にした集団心理シミュレーションなら、アツミのような反応などするわけがない。やはり、誰かが操作しているのだろう。安藤がやっているのだろうか。それとも外部から操作しているのか。リアルなチャットだと思うのが良いかもしれない。
「私が経験したようなことを他にも経験した人がいるのだけれど、そのことを忘れてしまう人が多い」

「ふうむ、記憶が消えてしまうのか」

「ええ、私の記憶も曖昧なところがあるわ。例えば、彼の名前が思い出せない。一緒に見た映画も忘れてしまった。出会った場所も」

「最初のデートも忘れたのか」

　彼女は、頭を横に振った。

「覚えている。でも、食事をしたレストランの名前が思い出せない」

「だいたいどんな所なのか覚えているかい」

「うん、そうね。確か塔が見えていたわ。夜、ライトアップした塔」

　倉持は、あれこれと場所を頭の中で探った。イタリア料理のレストラン、ライトアップ。

「八坂、そう八坂の塔よ。そうだわ。八坂の塔が見えていた。すぐ近くに」

　そういわれても該当するようなレストランがない。ただ一つ、計画中の話を聞いたことがある。高名な日本画家の私邸をレストランにするというものだ。架空の世界なのだから、近い将来開店する予定のレストランが有っても良いのだが、そんな情報までインプットされているというのが信じがたい。市場調査をこのシミュレーションでやったのだろうか。

「名前は、まあ良いとして、アツミさんの話だと彼のことを忘れようとしているようだね」

「忘れようとしているのじゃないわ。なんというか、記憶が切り取られていくような気がする。でも、探せばどこかにあると思う」

　まるで古いファイルが、どのフォルダに入れたのかを忘れたような言いぐさだ。これがＰＣなら検索をかければ、簡単に見つかるかもしれない。

「検索してみれば、見つかるのかもしれないね」

「検索って、どういうこと」

　どこまでもこのコンピュータ世界の住人になりきるつもりのようだ。
「アツミさんの家にしまってあるかもしれないよ。どこに置いたか忘れただけかもしれない。例えば、引き出しにしまったフォルダとか」

「そうね。家で探して見ましょう。一緒に来て」

「良いのか。さっき会ったばかりだよ」

「良いのよ。外見が彼みたいだから」

　倉持は、自分の歳と彼女の歳を考えた。十歳くらい違うだろうか。

「ねえ、アツミさん。彼は、ずいぶん年上だったのかな」

「そうね。歳の差は、五歳以上十二歳未満。」
「はっきり知らないのか」

「そんなことどうだって良いでしょ。さあ、行きましょう」

　アツミが立ち上がり出口に向かって歩き出した。倉持もその後を追ったのだが、店を出た瞬間に彼女の家に着いた。

「便利だね。どこでドアみたいだ」

「なに？」

「いや、なんでもない」

　彼女の家は、両親と妹の四人暮し。それぞれ外出中で、家人は誰もいない。彼女の部屋は、二階の南向き。窓から見える風景は、まさに絵に描いたような平和な夏の午後。白い光が街路樹から漏れる。セミの声、子供たちの笑い声。部屋は、きれいに整頓されている。これが安藤から注射された薬が見せる幻覚か、精巧に作られたコンピュータ画像なのか判別がつかない。アツミが引き出しを開けて中身を出している。
　突然、倉持の視野に「残り時間、三分」と文字が浮かんだ。アツミもそれに気が付いたのか、手を止めて倉持の手を握った。
「もう帰るのね。前にもそういうことがあったわ。私は、ヨシコという女の代わりをやらされたのよ。誰かの娘だったらしいの」

「どういう意味かな」

「死んだ娘に会いたい親が、今のあなたみたいにこの世界に入って来た」

　アツミが握る手に力を入れた。

「もう一度、会いたい。お願い。また来て」

　倉持は、元の部屋に戻っていた。安藤がペンライトで倉持の瞳孔を見ていた。

「大丈夫ですか。立ってみて下さい」

　言われるままに倉持が立った。安藤が「もう帰れ」と言いたげに部屋のドアを開けた。倉持は、廊下を歩きながらアツミとうい名前は出さずにリアルなチャットだったと安藤をほめた。だが、ここのコンピュータは外部と接続していないという。また、薬によって想像力が増したせいでリアルな映像が見えたと説明した。

「そうなのか、誰か女性役がいて相手をしてくれているのかと思ったよ。いや、面白かった」

「ありがとうございます。良ければ、会いたくても会えない人がいらしたら、データをもらえれば、今のように会うことも可能です。使用料は、相談に応じます」

　もう会ったよ。とは、言えないな。きっと安藤の副収入にでもなるのだろう。

「そうか、それは素晴らしい。それは、考えておくよ」

　
　研究所を出た倉持は、ゴルフ練習場に向かった。安藤の言葉が真実なら、プロのように打てるはずだ。市街地を少し離れた所にある練習場には、暑さのためか、倉持を含めて五人しか居なかった。
「さて、どうなるやら」

　振り上げたクラブは、信じられないくらい軽い。何も意識しないで打ったボールは、糸を引くように飛んでいった。気を良くした倉持は、次々と見事なショットを打ち続けた。20球ほど打った頃に視線を感じた。近くで打っていた男性が、倉持のことを「こいつ、何者だ。」といわんばかりに見つめている。これは、自分の実力ではないのだから、そんな目で見ないで欲しいのだが、訳を説明することも出来ない。その男性に軽く会釈をして、練習を再開した。30球を過ぎたあたりから、肩や足、腰が張っているのを感じた。まがい物の実力に体がついていけないのだ。30球程度で、これほどの筋肉痛を感じるとは、いかにプロの身体能力が高いか理解出来る。これ以上打てば、歩けなくなるかもしれない。倉持は、腕時計を見て、さも時間が無いようなふりをして練習を切り上げた。汗をひと拭き、練習場の駐車場に向かった。やはり足が重い。足首が上手く動かない。クルマまで、あと少しというところで右足の太股が痙攣を起こした。プロ並みのショットを放っていた者が、この程度で座り込むことも出来ない。クルマまで、歯を食いしばって歩いた。ドアを開け、シートに座った倉持は、誰にも聞こえないように唸った。
「うう、痛い。たまらんな。これでは、アクセルも踏めへん」

　痛みに追い討ちをかけるように携帯電話が鳴った。

「誰や、こんなときに」

　かけて来たのは、藤原則之だった。

「おう、なんや藤原」

「なんやとは、なんや。さっき浩太を連れて戻った」
「ああ、そうか、もう大丈夫なんやな」

「そうや。いちおう、おまえに報告しておこうと思ってな。浩太に代わる」

　電話の向こうで浩太の声がする。元気になったようだ。だが、こっちは痛みで全身が汗だくになっている。

「ああ、おっちゃん、もう治ったで、またアイス買ってな」

「おお、そうか。良かったな」

「おっちゃん、なんか声が変やで」

　痛む脚を抑えながら、浩太の家とこの練習場の地図を頭に描いた。距離にして約４ｋｍ。そうだ、藤原なら来てくれるだろう。

「なあ浩太、お父さんに代わってくれ」

「うん、ええよ」

　倉持は、脚の痙攣でクルマを運転出来ないことを藤原に告げた。

「よっしゃ、わかった」

　数分後、細く軽い自転車に乗った則之が練習場にやって来た。そして、あっという間に自転車を畳んで後部座席に押し込んだ。
「倉持、動けるか」

「ああ、助手席に移るくらいなら大丈夫や」

　倉持が助手席に移るのと入れ替わりに運転席に則之が座った。

「どうする。家まで送るか、病院に行くか。それとも事務所か」

「病院には、明日様子を見てから行く。事務所まで送ってくれ。話もあるしな」

　頷いた則之は、クルマを発進させた。

「何か分ったのか」

「ああ、あの娘らが何をされたか分ったぞ」

　倉持は、安藤にされたことを則之に話した。

「なるほど、そういう仕掛けか。それで、お前の体が悲鳴を上げた。昔、似たようなことがあったな」

「そうや、あれかもしれない」

　二人は同時に、

「シバ」

「シバ」

　十年前、１９９０年にバイオン製薬が開発途中の記憶増強薬が漏えい。闇で売りさばかれた事件があった。その薬品がシバと呼ばれていた。則之たちの後輩である萌は、それの影響で精神と肉体にダメージを負った。
「倉持、それはマズイな」

「ああ、かなり」

　バイオン製薬は、既に開発を放棄している。何者かが、データを盗みだして密かに開発したのか、或いはバイオンが地下で開発をしていたのか。

「倉持よ、おまえのほうが詳しいのやないか」

「いや、シバに関しては何も情報がない。シバがあったにせよ、あのバーチャル装置は、信じられないほど進歩している。高性能のホログラムみたいな感じがする。もちろん、薬物による幻覚とも考えられるが」
　倉持が痛い目にあっていた頃、スミレは旧・京府庁舎の中庭でタケルが来るのを待っていた。桜の木の下にあるベンチに座れば、ほどよい涼風を感じる。隣接する京都府警本部では、タケルが京都府警本部生活安全部理事官と会談中だ。スミレの仕事は、府警本部のあちこちにナノサイトを仕掛けることだった。府警本部のコンピュータは、ネット犯罪監視用以外は外部と接続していない。そのため、電話やメールを傍受することが出来ても、犯罪データなどが入ったコンピュータは、直接操作するしかない。そこで、外部から接続するためにナノサイトを進入させる必要がある。ナノサイトは、スミレのペンに入っている。メモをとるふりをしてペンをカチカチとやれば、直径０，０２ｍｍのナノサイトが発射される。ナノサイト単体では、何も出来ない。府警本部各所のコンピュータに侵入し、いくつか集合することで情報を得ることが可能だ。ナノサイト集合体が無線ＬＡＮ装置となり、外部からアクセス可能になる。
　最初は、雰囲気に呑まれていたが、偽の階級が仕事を楽にしてくれた。行く先々で歓待され、どの部屋も楽に入れた。思ったより早く仕事を終えたスミレは、１９０４年に建てられた旧庁舎でタケルの仕事が終わるのを待つことにした。二十一世紀末に生まれたスミレは、約百年前のこの時代にやって来た。そして、更に百年前に作られた建物の中庭にいる。生まれた時代から百年前の街より、二百年前の建物のほうが落ち着く。もっと歴史を勉強しておけば良かったと思う。玩具みたいなクルマ。二十一世紀末から見れば、小学校の図画工作レベルのコンピュータ。タケルは、それら旧式の機械を使って楽しんでいる。ベンツ、トヨタ、ニッサン、アップル、ウインドウズ。スミレにとっては、学校で習ったことがあるような気がするだけで、どれも暗号のようなものだ。もっとも、タケルが生まれたのが二十二世紀末なのだから、彼からみればスミレの時代も「古い」ことになる。二十一世紀末も二十世紀末も彼から見れば、大差がないのかもしれない。　
スミレは、上を見上げた。夏の日差しが桜の葉を通して見える。旧庁舎の窓ガラスがキラキラと光っている。スミレの頭上には、白い雲と青い空が広がっている。ゆったり流れる雲を見ていたスミレは、微かなエンジン音を感じた。音がする方に目を向けた。白っぽいラグビーボールのような物体が、のんびりと空を流れていた。歴史には、あまり興味がないが、これなら知っている。飛行船だ。この時代のクルマには、全く興味がないが、飛行船なら知っている。航空宇宙士訓練校の廊下には、古代ギリシャの学者アルキタス飛ばしたとされる鳥型飛行体の想像図から始まり、ダヴィンチの羽ばたき飛行機、モンゴルフェ兄妹の熱気球。悲劇の飛行船ヒンデンブルグの画像が陳列されている。航空機の発達により、飛行船の運用は衰退していったが、二十一世紀中頃に成層圏プラットホームとして復活した。スミレは、訓練の一環としてプラットホーム飛行船のメンテナンスに同行したことがある。サッカーグラウンドに入りきらない巨大な船体は、初めて見る者を圧倒する。
　今見ている飛行船は、プラットホーム飛行船より小さいが、基本構造は同じだ。「ああ、空に帰りたい」厳しい訓練と試験を突破して、やっとパイロットになれたのに、こんな所で何をやっているのだろうと思う。

地上で捜査をやるために努力してきたのではない。ルナ宇宙機ペガサスの副操縦士に採用された時は、これで未来が開けるかもしれないと思った。豪華客船スワンレイの困難な任務も果たした。つづいて宇宙軍のチャーター。藤原大尉を乗せて遥かな宇宙空間に向かった。それが終われば、正式にどこかの航空宇宙会社に採用されると思っていた。なのに、宇宙空間を旅するはずが、時間旅行をするハメになってしまった。
「ああ、あ」

　思わず溜息が出た。

「何を黄昏てるんや。まだ陽は高いで」

　いつのまにか猫を抱いた藤原大尉が、スミレの後ろに立っていた。

「何をしに来たのよ。こんな所で、誰かに見られたらどうするの」

「いいや、誰も僕のことなんか知らないよ」
「それは、そうだけど。で、何をしに来たのよ」

　藤原大尉は、照れくさそうに笑った。笑うと浩太少年とそっくりだ。スミレが笑った。

「似ているのは、当たり前ね。本人だものね」

「何が、だもの、なんや」

「大尉と浩太君が似ている」

「当たり前やんか。それはともかく、来た理由はなあ。小さい頃に父が作ってくれたプラモデルを買いに来た。その時は、まだ小さかったから自分で作れなかったし、今度は自分で作ってみようと思った」

　スミレは、呆れて天を仰いだ。

「そんな物のためにアンドロメダから降りて来たっていうの。まったく男っていうのは、いつまでたっても玩具を欲しがるんだから」

　浩太は、まだ何か言いたげだ。

「えっと、それからコンコルドを見て来たよ。史上、最も美しい航空機」

　コンコルド、超音速旅客機。スミレも知っている。二十世紀後半に運用された伝説の航空機だ。超音速の衝撃波、離着陸時の騒音問題でニューヨークのジョン・Ｆ・ケネディ国際空港への乗り入れが猛反対されながら、その機体が持つ美しさ故に認められた珍しい航空機なのだ。
「航空機のプラモデルも欲しいんだ」

「いや、違う。本物」
　本物を見たという浩太の言葉にスミレは疑問を持った。確か１９６０年就航から約30年間運用された。だとすれば、現時点の２０００年には退役しているはずだ。浩太は、どこかの博物館で見たのだろうか。コンコルドが飛んでいた期間は、 １９７６年から２００３年であり、スミレの記憶違いだ。また、１９６９年コンコルド初飛行後にテレビ放映されたＳＦドラマ「シルバー仮面」に登場する光子ロケット・ベム一号がコンコルドに似ていたのは、コンコルドの影響と思われる。スミレが生まれる百年以上前のことで、彼女の記憶が間違っているのもしかたがない。
「へえ、航空博物館に行って来たのね」
「ちゃうがな。まだ現役やで。退役したのは、２００３年。ここに降りる前に大西洋上空で見てきた。ほんまにきれいやった」

　浩太は、この時代に生まれて育ったのだ。ペガサスに乗ってきた生意気な若者は、スミレが生まれるずっと前の時代を見てきたのだ。スミレは、浩太が抱いている猫に視線を移した。この猫は、スミレが生活をしていた時代より遥かな未来に誕生した。

「で、どうして猫まで連れて来たのよ」

「ああ、連れて来たっていうより、ついてきた」

「まあ、いいわ。それで、その目的は達成できたの」

「いや、これから買いに行く」

　スミレの携帯電話が鳴った。タケルからだ。理事官と話している間に右京郵便局が襲われた。犯人は、拳銃を所持。金を奪った犯人は、タクシーを乗っ取り逃走。乗っ取られたタクシーに無線連絡を入れたところ、犯人が名神高速南インターに向かうように脅しているらしい。パトカーサイレンを鳴らして追跡した場合、犯人は運転手を射殺すると言っているために覆面パトカーが静かに後を追っている。

「駐車場にすぐ来てくれ。追跡する」

「どうして、そんなことに関わるのよ」

「後で話す」

　そう言ったきり、タケルが通話を切った。

「急ごう。こっちや」

　携帯電話から漏れる音声を聞いていた浩太は、スミレが携帯電話をしまう前に歩き出した。

「待ってよ。あなたまで来ることないでしょう」

　浩太は、何も言わずに歩みを進めた。
　駐車場では、タケルがクルマに乗って待っていた。

「なんだい。浩太まで来る必要ないだろ」

　浩太は、タケルにクルマから降りるように手招きをしている。

「いいから降りて助手席に座って下さい」

　浩太に急かされたタケルは、しぶしぶ運転席を浩太に譲った。後部座席では、スミレが夕顔を抱いている。エンジンをかけた浩太は、二度エンジンをふかした。
「エンジン全開。」

　カーナビの画面に見せかけコンピュータディスプレイを立ち上げたタケルは、ディプレイを本当のカーナビに変更して浩太に言った。

「逃走しているタクシーに対してのインターセプトコースを割り出すまで待て」

　ナビゲーションに入力をしようとするタケルを浩太が止めた。

「コンピュータなんか必要ない。警察無線を聞けば、どう走れば良いか分ります。それよりナノサイトからの情報を見て下さい。中佐殿」

「わかった。運転は、君にまかせるよ。大尉」

　無線のスイッチを入れた浩太は、駐車場からクルマを出した。
「堀川通りを南進します」

運転に集中する浩太。ディスプレイに映し出されるナノサイトの動きを微動だにせずに追うタケル。二人は、無言で互いの任務を遂行している。スミレは、一人残されたような気がしていた。
「ねえ、さっき、後で話すって言ってたでしょ。いつになったら話してくれるのよ」

　タケルは、ディスプレイを指差した。

「鞍馬口総合研究所に関係していると思われる情報を理事官から聞いた。詳しく聞きだすことが出来なかったが、稼動を始めたナノサイトが詳しい情報を集めている最中だ」　

　今年の一月、木屋町のバーで酒に酔って暴れた男がいた。通報で駆けつけた交番勤務の警官を一撃で倒した。遅れて到着した警官が三人、押さえつけようとしたのだが、結局三人とも跳ね返された。やむなく威嚇発砲。銃声に動きを止めた男を取り押さえた。翌朝、留置場で目を覚ました男は、胸部と腹部に激痛を覚え病院に搬送された。痛みの原因は、肋骨の骨折と腹筋の断裂。治療にあたった医師は、一時的に大きな力が加わったものではなく、異常な運動を繰り返した結果であり、昨夜の乱闘がきっかけとなり腹筋が断裂し、断裂した筋肉による異常負荷によって肋骨が折れたと診断した。人間の筋肉は、その潜在能力を全て出してしまえば、筋繊維や間接を痛めてしまう。そのため、脳の制御回路が潜在能力の良く訓練された者でも半分ほどしか出せないように制限している。その制御回路が命の危険や尋常ではない状態に置かれた場合オフになるのが、いわゆる火事場の馬鹿力である。バーで暴れた男は、制御回路がオフになったか、制限が甘くなっていた状況だったのかもしれない。
「それって、その男が戦場にでもいたってことなの」

「まあ、待て。今、男の情報が入って来ている」

　竹下大吾、三十二歳。独身、一人住まい。フルヤ警備保障に勤務。犯行当時、鞍馬口総合研究所所長のボディガードとして出向。一週間の入院後、初犯であり本人も反省していることを考慮して不起訴。警備会社から解雇されたが、鞍馬口研究所が引き取っている。ナノサイトから送られてくる情報の中に、興味深いものがあった。竹下が入院中に身辺調査をした警官の記録だ。フルヤ警備保障の上司は、鞍馬口総合研究所で働くようになってから性格が変わったような気がすると語っている。また、近隣住人も人相が変わったと証言している。しかし、取り立てて犯罪的なものがなく、大した問題もないように思われた。
　彼自身には、確かに問題が無い。だが、四月に鞍馬口総合研究所の関係者が事故に巻き込まれた。女性職員が帰宅中に暴走した原付と接触、原付に乗っていた男性がバランスを崩して電柱に激突。即死だった。女性職員は、軽い打撲。即死した男性は、市の道路整備課の職員だった。昨年暮れから何度か鞍馬口総合研究所に出入りしていた。コンピュータの視察が目的だった。

　目撃者の証言、原付の後方を走っていたタクシー運転手は、特に速度が出ていたわけではなかったが、妙に周囲を気にしていた。タクシー運転者は、プロの勘で「こういう奴は、突然方向を変えることがある」と思い、注意しながら走っていた。そして、原付が歩道に乗り上げ、被害者に突進していった。他の目撃者も同じような証言をしている。突然の方向転換については、論理的な説明がつかない。被害者が軽症で済んだこともあり、この事故は加害者の不注意ということになった。木屋町の暴行事件とこの事故に共通しているのは、どちらも鞍馬口総合研究所の関係者である。しかし、違う所轄管内で起こった二件の共通点に気が付いた者がいなかった。

　この事故から一週間後、保険会社から依頼を受けた調査員が府警本部交通課を訪れた。損害保険の調査ではなく、生命保険の調査だった。自殺なのか事故なのかを判定するためだ。この数ヶ月、自殺なのか事故なのか判断がつかない事例が多く、それを調べるのが調査員の仕事だった。調査員の名は、倉持利明。その名を聞いて浩太が笑った。
「やっぱり。さすがは、倉持のおじさんや。ね、いったとおりでしょ。中佐殿」

「なるほど、藤原大尉が推薦したとおりの人物だったな」

「それで、倉持のおじさんが掴んだ情報は、何だったのですか」

「うむ。調査を依頼した保険会社の案件で、鞍馬口総合研究所と何らかの関係がある者がいる。これによると六人。いずれも転落死や交通事故死になっている。この六人は、鞍馬口総合研究所に何度か出入りしている。目的は、不明。共通しているのは、どれも土日祝日に行っている。だが、死因との関係は不明。また、六人とも死亡する前に人が変わったような感じだった。ノイローゼによる自殺も考えられる。それを立証するために情報が必要だった。もっと詳しく調べるために倉持は、警察に情報提供を頼んだらしい。しかし、そう簡単に警察が情報を提供するだろうか」

「そこは、それ。倉持のおじさんが、犯罪性のある情報と交換したのでしょう」

「倉持の情報で警察は、竹下をマークしていたのかもしれない」

「マークしていたけど、まさか強盗をするとは思わなかった。でしょうね」

「そうかもしれない。または、泳がしていたのか」

　会話を断ち切るように無線から、タクシーの進路が変わったことを告げた。五条通りを東進していたタクシーは、南インターに向かうため堀川通りを南進すると思われたが、五条堀川を左折した。タクシーは、北に進路を変えた。
「こっちに来ますよ。あと数分ですれ違います。中佐、どうしますか」

「タクシーの前に出られるか」

「はい。やってみます」

　無線から四条堀川を通過したと流れた。浩太たちのクルマは、堀川御池の交差点に差し掛かっていた。まもなくタクシーが来る。

「二人ともつかまって。行くで」

　浩太が急に速度を上げてハンドルを切った。スミレは、猫を抱いたまま横倒しになった。
「何をするのよ」

　文句を言ったのは、スミレだけではなく、急な方向転換に驚いて急ブレーキをかけた周囲のクルマから抗議の怒声が降り注いだ。浩太は、全く動揺した様子もなくクルマをゆっくりと北に向けて走らせた。他のクルマが浩太たちを追い抜いて行く。浩太がミラーを気にしている。
「来た。来ました」

　センサーもタクシーを感知した。タケルは、テントウムシのようなドローンをセンサーと接続した。センサーの画像は、タクシーの中を映し出した。運転手の顔と竹下の顔を正確にトレースしている。そのデータをテントウムシにダウンロードした。

「行け」

　窓の外に飛び出たテントウムシは、タクシーの側面に張り付いた。テントウムシは、細長い触手をタクシーのボディに突き刺した。細い触手は、ドアを貫通し、車内に入り込んだ。触手がセンサーから得たデータに合致する者を探した。そして、竹下を捕捉。触手の先端が竹下に向けられた。肉眼では、見えないナノプローブが発射された。無数のナノプローブが、竹下の髪に取り付いて微弱な電波を発信した。
「よし、いいぞ。離れろ。」

　タケルの指示で浩太は、堀川丸太町を左折した。タクシーは、尚も北上。顕微鏡でなければ見えない無数のナノプローブは、いくつかのグループを形成しいく。あるグループは、体温計の役目を果たす。また、あるグループは、髪を採取する。その採取した髪の一部を他のグループが分析する。それらが得た情報は、テントウムシ経由でタケルのコンピュータに送られる。ディスプレイには、シスチン、アラニン・・・プローブが送ってくる人毛の成分が映されている。
「特に変わった物は、ないようだ」

· ・・グリシン、メチオニン、不明物質。
「データにない物が検出されたのか。それとも分析が出来ないのか」

　タクシーの進路が変わった。堀川今出川を右折、東に向かった。後を追うため、浩太は速度を上げた。
「倉持のおじさんが仕掛けたのが、そろそろ活動を始める頃ですね」

　猫が鳴いた。それを抱いているスミレは、タケルと浩太の会話を黙って聞いていたのだが、猫の鳴き声に二人が会話を止めた。

「あのね。浩太は、記憶がないの。思い出してみてよ。何か、覚えていない？」

　小首をかしげた浩太は、当時の記憶を引き出そうと考えていた。

「えっと、あの日・・・ねえ・・・」

「朝から順に思い出してみて。幼い少年には、かなりキツイ思い出だと思うけど」

「朝、水を飲んだ。冥と純が来て。そや、死ぬほどお腹すいて。それで、どうしても家に帰るとダダをこねた。たしか、そう。もう一晩様子を見ることになっていたけど、帰って良いとお医者さんが言った。それで、昼頃には、もう帰っていたように思う。そうしたら、倉持のおじさんから電話があって、お父さんが出て行った。夜まで帰らなかった。それで、おばあちゃんがおかゆを作ってくれて、桃缶を開けて、一口だけやって。それで、もっと食べようとしたら冥と純に押さえつけられた」
　スミレは、猫を浩太に近づけて言った。

「あ、そう。そういう記憶じゃ、役に立たないわね」

　猫の前足を持ったスミレは、浩太の頭を前足で軽く叩いた。

「しょうがないやろ。子供やったんや」

　タケルは、ディスプレイに表示されるデータを睨んでいた。竹下の髪からは、他に変わった成分が検出されなかった。
「浩太の記憶が正しければ、倉持が何かを掴んだ可能性がある。仕掛けからの情報を待ってみよう」

　髪の成分に続いて、放射線量が４６０ミリシーベルト。自然に受ける千倍の量が検出された。

「どういうことだ。鞍馬口総合研究所で被爆などするはずがない」

「もし、あそこに原子炉があったら・・・考えられないですね」

「そうだな。いったいどこで被爆したんだ」

　鞍馬口総合研究所では、安藤が倉持から手に入れた臨時収入で膨らんだ財布を眺めながらノミ屋に電話を入れていた。
「ああ、そうだ。まだ間に合うな。それじゃ、３-６、４-５・・・うん、そうだ」

　掛け金をノートに記入した安藤は、白衣を脱いで椅子の背もたれにかけた。財布を尻のポケットに入れた安藤は、昼食を食べるために研究所を出た。彼が去った後、白衣のポケットに入れた電卓が動き出した。貝が口を開くように電卓が二つに分かれ、電卓のパーツに偽装された探査用ドローンが這い出し、白衣を伝って床に降りた。机の脚に取り付いたドローンは、安藤のパソコンを目指して机を這い登った。時おり周囲を観察するように立ち止まりなら、パソコンに取り付いたドローンは、触手を伸ばし、ハードディスクにあるデータを取り込んだ。
　口を開いたままの電卓は、微小ドローンをいくつか吐き出した。蚊のような羽を持つ微小ドローンは、換気口を目指して飛んだ。この建物は、ほとんどの電波を遮断している。微小ドローンは、換気ダクトの要所に取り付き、データ送信の中継器として作動する。

　探査用ドローンが送信したデータは、微小ドローンを経由してタケルたちが乗るクルマに受信された。タケルは、早々に竹下の髪から採取したデータを照合した。識別不能の物質は、プルトチルモルヒネと判明した。
「我々のデータにない成分だ。歴史から消された物質。ＳＩＢＡの成分かもしれないな」

「あたりのようですね。中佐殿」

　ディスプレイが、府警本部のナノサイトから新しい情報を受信したことを告げた。郵便局を襲った竹下は、小包管理室に侵入し、何かを探していたらしい。現在、鑑識が小包の中に不審物がないか調べている。厚生労働省の麻薬捜査官も現場に向かっている。

　続いて、警察の無線が逃走するタクシーが停止したことを告げた。停止位置は、京都御苑今出川御門付近。タクシーを降りた竹下は、運転手を人質に御苑内に逃走。皇宮護衛官と京都府警警備部の警官は、ただちに一般人の退去させるように指示された。竹下は、慌てることもなく、悠々と御苑内を南に歩いて行く。追跡中の捜査官は、刺激しないように少し距離を置いている。
「これでは、袋の鼠ではないか。やつは、何を考えているのだ」
「さて、どうでしょう」

　浩太は、烏丸今出川からを過ぎて今出川御門前の交差点を左折し、相国寺に続く道路にクルマを止めた。タケルは、ワルサーＰ９９に似せたサプレッサ内蔵宇宙軍標準銃を二丁取り出し、浩太に一丁渡した。
「スタン弾が装填してある」

　そして、タケルがカートリッジをもう二組出した。

「こいつには、この時代に存在した９ｍｍのホローポイントだ。なるべく、使いたくない」

　浩太は、ホローポイントのカートリッジを受け取った。

「了解」

　クルマのドアを開けて外に出たタケルは、スミレを振り返った。

「そこから出なければ安全だ。この時代の小火器では、そのクルマにかすり傷もつけられない。何か新しい情報が入ったら連絡してくれ」
　そう言い残したタケルは、浩太と並んで厳戒態勢の御苑に向かった。今出川門を封鎖していた二名の護衛官が、タケルと浩太を止めようとしたが、タケルの階級を知って慌てた様子で敬礼をした。御苑は、四方を比較的交通量が多い道路に囲まれているが、中に入れば別世界のように静かだ。今出川御門は、御苑の北側に位置する。左側に式部職の住宅があり、右側は近衛池がある。木立を抜ける風が、街の中心にいることを忘れさせる。木立を抜けたところは、広い砂利道が壁沿いに東西へと伸びている。壁の向こうは、京都御所。　直線的な紫宸殿の屋根が見える。木立を抜けて砂利道に出ようとしたとき、浩太がタケルを止めた。見渡しが良い砂利道の中央を竹下と運転手がゆっくり西に歩いているのが見える。浩太が止めたのは、へたに道に出れば、砂利の音で気付かれるためだ。

「なるほど、近くに寄って取り押さえようにも遮蔽物がないわけだ」

「ええ、そうです。しかし、それはやつも同じ。運転手を少しでも放したら、撃たれる可能性が高い。あっちに公園があります。おそらく狙撃手が、あそこから狙っていると思います」

　浩太が指した方向は、生い茂る桜の葉で見えないが、防弾チョッキを身に付けた警官が、前傾姿勢を保ちながら幹や葉を伝って竹下を追っている。
「いったい、やつの狙いは何だ」

「さあ、どうでしょう。ここなら、ヘリが着陸出来ます」

「ヘリを要求して脱出しようというのか」

　浩太は、竹下の背中に狙いをつけていた。スタン弾は、通常の弾丸とは違い、発砲後に小さな弾丸が六つに分かれる。小さな弾丸は、それぞれがバッテリーのようなもの。その弾に当たった者は、電気ショックを受ける。ただ、命中精度が引く、近接する者の片方だけを倒すのが難しいが、スタン弾なら運転手に当たっても死ぬことはない。

「いっそ、スタン弾で撃ちましょうか」

「いや、電気ショックで拳銃を撃つかもしれない。もう少し様子を見てみよう」

　運転手に疲労の色が見える。竹下は、時々運転手を銃口で小突いている。よろよろと歩いていた運転手は、暑さと恐怖に足が止まり、ついに座り込んだ。すかさず竹下は、運転手の背後に隠れた。その瞬間、狙撃手が放った弾が御所の壁に穴を開けた。
「あんな動きが、ただの警備員である竹下に出来るのか」

「はい、軍事訓練を受けているのでしょう。ちゃんと壁を背にしている」

　竹下が携帯電話を取り出した。タケルは、自分の携帯を出してスミレにナノサイトが傍受した内容を中継するように指示した。通話の相手は、府警本部。竹下の要求は、脱出用のヘリではなく、水と食料だった。

「やつは、こんな所に居座るつもりなのか」

「さあ、何を企んでいるのでしょうね」

　数分後、要求どおり半袖と短パン姿の警官がビニール袋を持って、竹下に近付いて行く。竹下は、警官から目を離さずに運転手の頭に銃口を向け、警官から袋を取るように運転手に命令した。運転手が袋を受け取ると警官に立ち去るように指示した。竹下からは見えない御所の北側に武装した警官が大勢待機していた。その他、御苑の周辺も固めてある。
「ずいぶん大勢の警官が、ここに集まっているようですね。」

「そうだな。こんな変な事件は、聞いたことがない。視界が利く広い場所で、犯人が立てこもるなんてのはな。府警も困惑しているのだろう」

　本部では、竹下の目的や動機を探っていたが、これといって決め手になるようなものがない。浩太もそれを考えていたが、このおかしな犯行の説明が全くつかないでいた。最初の要求は、南インターに向かうこと。進路を急変し、警察を引きずりながら御所に辿り着いた。遠くから見えるような広い場所に座り込んでいる。これでは、注目が集まるだけだ。注目・・・浩太は、火星行き宇宙船の訓練中に起きた事件を思い出した。
「中佐殿、これは陽動作戦ではないでしょうか」

「陽動か。仲間どこかにが潜んでいるというのか」

「はい、警察の目をここに集めておいて、何か他の犯罪行為を行う。そういうことかも知れません」

　竹下は、拳銃を運転手に向けたまま警官から受け取った袋から出した弁当をぱくついている。勢い良く食べた後、ペットボトルの水を飲み干した。そして、運転手に向けていた銃口を自分の頭に向けた。
「やつは、死ぬ気だ。まずい」

　タケルの言葉に反応した浩太は、スタン弾を発射した。小さな球体は、竹下と運転手を襲った。そのうち一個が、竹下の手に命中し、拳銃が地に落ちた。電撃のショックが、竹下の右腕を麻痺させたのだ。二個の弾が運転手を倒した。浩太は、二発目を放った。今度は、竹下を失神させるのに十分の打撃を与えた。

「行け」
　公園の中から指揮官の声が響き、同時に多くの武装警官が走り出た。乾いた砂利に足を取られながら、武装警官が竹下に向かって行く。続いて視角に潜んでいたパトカーが土煙を上げながら迫ってくる。最初に駆け寄った警官は、失神している竹下の両手を後ろ手に縛った。舞い上がる土煙で、タケルたちが居る場所からは良く見えないが、事態が収拾したことは理解出来る。タケルと浩太は、運転者の無事を確認した後、静かに御苑を立ち去った。

　クルマに戻った二人は、スミレに見たことを説明した。陽動作戦については、ナノサイトが送ってくるデータによれば、大きな事件が発生していない。警察は、何も掴んでいないようだ。これから起こるのか、まだ表に出ていないのか。今回の事件と鞍馬口総合研究所との関連も分っていない。ドローンが手に入れたデータから何か分るかもしれない。

「大尉、一度戻る」

「了解」

　浩太がクルマを出そうとしたとき、倉持からタケルに連絡が入った。研究所で面白いものを見たという。

「大尉、進路変更。私を倉持の事務所に送ってくれ。その後、スミレと二人で先に戻っていてくれ」

　指示されたとおり、倉持の事務所前にタケルを降ろした浩太は、スミレと共にその場を去った。

　彼らが倉持の事務所に到着した頃には、既に御苑の現場検証は終わっていた。いつもの姿に戻った御苑は、蝉時雨に包まれていた。少し西に傾いた太陽が、木々の影を伸ばしている。京都御苑の西側、烏丸通りにある乾御門から中を覗く男がいた。デジカメと地図を持っている。観光客らしい。警戒態勢の解除を待っているようだ。ほどなく警戒態勢が解除された。地図を広げた男は、辺りを見回しながら御苑の中を歩き始めた。ときおり写真を取りながら、男が御所の壁沿いをゆっくり歩いていく。そして、竹下が捕まった場所で止まった。壁と砂利道の間には、浅い水路がある。ハンカチを取り出した男は、暑いのかハンカチを水路の水で濡らした。男は、何かを掴むようにハンカチを持ち上げた。そして、濡れたハンカチで額を軽く拭った。まだ残っている警官が男を見ていた。その警官から見えないように男は、ハンカチを開いてみた。小さな球体が二つハンカチの中にあった。スタン弾だ。浩太が放ったスタン弾は、人体より固い物に衝突すれば砕け散るのだが、二つの球体は水に落ちたために砕けずに残った。男は、携帯電話を取り出した。
「お察しのとおりのようです。ええ、スタン弾です」

　

　西院、西大路四条。阪急京都線の西院駅がある。阪急のターミナルである大阪梅田駅から西京極駅までは、地上を走っている。西京極駅から電車は、地下に入る。西京極駅の次が西院駅。ここから、京都線終着駅の河原町までが地下を走っている。西院の読み方は、一般的に「さいいん」と呼ぶことが多い。阪急も「さいいん」になっている。平安時代、淳和天皇の離宮「淳和院」がこの近くにあった。御所より西に位置するため、西院とも呼ばれるようなり、この辺りの地名となった。西大路四条の交差点から東に少し行ったところに京福電鉄嵐山線、通称「嵐電・らんでん」の西院駅がある。嵐電の駅は「さい」と読む。この近辺には、平安時代に佐井大路があったという。また、風葬の地であり、川が流れていたことで西院の川原（さいのかわら）と呼ばれていた。この世とあの世、死者と生者を繋ぐ川原がここにあった。
　

　阪急西院駅から少し西、現在の佐井通りに面したマンションの二階に倉持の事務所兼自宅がある。居間兼寝室に使っている和室では、則之のマッサージに倉持が悲鳴を上げていた。

「痛い。むちゃするなよ」

「ちょっと我慢せい。すぐに楽になるから」

　則之の勤め先は、大阪に本社がある九条食品。役職は、社長室長になっているが、九条食品自転車競技部の監督が主な仕事だ。選手の強化が彼の任務であり、マッサージを選手に施すのも仕事の内である。倉持は、則之にマッサージを受けながら、昔のことを思い出していた。それは、則之も同じだった。そのことを先に言ったのは、則之だった。
「無理な運動するから、こういうことになる。昔、それで死にかけたやろ」

「そうやな。そうやった」

「尚子さんのことを思い出したか」
　倉持は、痛みのためか拳を握った。

「わ、忘れたことないわい。痛い、た、た」

　尚子さんとは、十二年前に事故で亡くなった倉持の恋人だった。まだ知り合ったばかりの倉持と尚子は、当時選手だった則之の合宿所を訪ねたことがあった。まだ若く、陸上競技の経験がある倉持は、軽い気持ちで練習に参加した。予備に置いてあったロードレーサーを借りて、サイクリング気分で標高差３５０ｍの九十九折れ登りに挑戦した。選手たちは、すいすいと登っていくが、倉持は蛇行しながらやっとの思いで頂上に辿り着いた。汗だくになっていたが、脚に疲労はあまり感じていなかった。それよりも、登りきった充足感を満喫していた。頂上には誰もいない、倉持が登る間に則之たち選手は、三往復して合宿所に戻っていたのだ。そこに則之が尚子を乗せてクルマで到着した。尚子が心配して則之に頼んだのだ。

「はい、お疲れ様」

　尚子は、そう言って良く冷えたスポーツドリンクを倉持に渡した。
「ふう、生き返る」

　則之が倉持に言った。

「帰りは、クルマに乗れ。自転車も積んでいく」

登ったのだから、当然下りがある。それを楽しみに頑張って登ったのに。

「なんで。せっかく下りを楽しもう思っていたのに、クルマでは楽しくないやろう」

　則之は、倉持の疲労を考えて忠告してくれたのだが、脚にあまり疲れを感じていない倉持は、どうしても自転車で下ると譲らなかった。それが間違いだった。確かに脚は、動かないほど疲れてはいない。まして下りなのだから、こぐ必要がない。風が心地よい。何もしなくても速度が上がる。しばらく走ったところで、腕がみょうに震え始めた。速度を落とそう。ブレーキレバーを握ろうとした。指が上手く動かない。ヘアピンカーブが迫っている。道路は、左に曲がっている。全く体がいうことを利かない。カーブを曲がらずに藪の中に突っ込んだ。気が付けば、尚子が泣きそうな顔で覗いていた。倉持の頭は、尚子の膝の上だった。
「ほらな。いうたやろ。素人は、上半身のほうが先に疲れるのや」

　そんなことを思い出しながら、マッサージの痛みと尚子の思い出に笑いながら涙がこぼれた。
「もうちょっとの辛抱や。楽になってきたやろう」

「そういうても、ちょっとキツイ。まだやるか」

「ああ、あとちょっと」

　その時、インターホンが鳴った。客は、例の依頼者だ。

「これで助かった。マッサージは、終わりや。客が来る」

「そうか。例の正体不明の男か」

「そうや」

　簡単に身支度をした倉持は、タケルを向かえ入れた。
「どうぞ、お待ちしておりました」

　中に入ったタケルは、窓際にある簡単な応接セットに案内された。奥に誰か他の人間の気配がする。

「人がいるのか」

「はい、今呼びます」

「呼ぶって、大丈夫なのか」

　もう一人は、藤原則之。浩太の父だが、タケルはそれに気が付いていない。則之は、二人分の麦茶を運んだ。

「どうぞ、粗茶ですが。良く冷えています」

　お茶を受け取ったタケルは、

「彼は、どういう関係だ」

　倉持は、にこりと笑って答えた。

「彼は、有能な相棒です。一緒に話を聞けば、後で説明する必要がありませんので居てもらいます。問題がありますか」

　了解を意味するようにタケルは、両手を広げた。倉持は、話を続けた。

「あなたから指示どおりに行動しました。それで、あなたが、いや、あなた方というべきかな。まあ、それはどうでも良いでしょう。お探しの物は、シバではありませんか。脳細胞神経回路強化薬とも記憶強化薬ともいわれていました。たしか、Synapse intruder bacteroid aggregateの略。現在では製造されていないはず。それから、相棒はシバ事件に詳しい。あの時は、大変でした」
　倉持がいうシバ事件とは、何を意味するのかタケルには理解出来ない。オライオンのドクターが見せてくれた医療ファイルには、西暦２０００年の記録だった。シバ事件は、今まさに事件の只中か、それともこれから起こるはずだ。倉持の言い方では、既に過去の事件のようだ。タケルは、それがどういう意味なのか知るために自分も知っているふりをした。
「倉持さん、あなたがどのくらいシバ事件について知っているのか、話してくれませんか」

「良いですよ。十年前の事件なので、詳しい数字や化学物質の名前は抜きます」
「かまない」

　十年前、バイオン製薬が開発中だったサリンの解毒薬を作る過程で、偶然にある種のケシから抽出される成分が混入した。それは、記憶力を増す効果があったが、副作用として多用すれば脳がダメージを受ける。そのためバイオンは、開発を中止した。だが、それを闇で売っていた社員がいた。それに感づいた当時の中山常務が、倉持に調査を依頼したが、中山常務が殺された。最初、中山常務の死は麻薬中毒による突然死とされたのだが、シバを闇で売っていた社員が大量のヘロインを注射して殺したと分った。
「という事件でし。」

「さっき、大変だったと言っていたが」

「はい、中山常務を殺した犯人を見つけたのが私と相棒です。そして、中山常務は相棒の義父にあたります」

「なるほど、当事者だったとはね。それは、失礼した。ならば話が早い。鞍馬口総合研究所でシバが使われている証拠が欲しい。もう一度、あそこに行ってもらえないか」

　倉持は、少しためらった。もう一度、安藤のところで体験すれば、もっと詳しいことが分るかもしれないが、それにはリスクが伴う。迷うところだ。ふとアツミの顔が浮かんだ。彼女は、死んだ尚子に似ているが、ただの幻影に過ぎない。別人どころか、人間ですらない。
―また、会いたい―

アツミの言葉が蘇る。本当の人間が語ったような言葉。尚子の死は、簡単に受け入れられるものではなかった。昨日まで元気だったのが突然死んだ。亡骸を見ても信じられなかった。事実を受け入れらないでいた。
電話が鳴るたびに「尚子では」と思ったこともあった。別れの言葉も言っていない。だから、本気で思った。幽霊でも良いから戻って来てほしいと。一言で良い。愛していると伝えたかった。思いは、振り切れず。これまで誰にも愛していると言っていない。忘れたことはないが、考えないようにするようにしていた。あのときの感情が、色濃く蘇る。
アツミにどう話せば良いのか分からない。でも、もう一度会えば、振り切れるような気がする。
問題は、シバの副作用だ。過去の事件では、常用しなければ、影響が出ていない。それにテニスで脱臼した中学生も脳に異常が出ていないようだ。
「分りました。もう一度だけ行きましょう」
「では、お願いする」

　立ち上がったタケルは、つられて立ち上がった倉持に手を伸ばした。その手を倉持が握った。タケルは、握手をしながら言った。
「健闘を祈る」

　そして、事務所を出て行った。

　タケルが出て行ってから数分後、知らないアドレスからメールが届いていた。添付されたファイルには、安藤が個人的に行っていた商売について書かれていた。安藤は、シバとシミュレーションを使い、有名人と擬似セックスをしたり、有名スポーツ選手のプレーを体験したり、肉親を亡くした者に故人と会えるようにしていた。倉持の体験したシステムだ。倉持は、それを則之に見せた。
「なるほどね。そうやって影のアルバイトをしていたわけや」

「そう、ともかくもう一度行ってみようと思う」

「いつ行くのや」

「それは、相手しだい。電話を入れてみる」

　倉持は、早速安藤に電話を入れた。安藤は、今夜から明日まで予約が入っているという。翌々日は、安藤も会社にいない。普通ならば断るのだが、競馬ですった直後の安藤は、現金で支払うなら今からでも良いという。倉持は、三十分後に行くと安藤に告げた。

「藤原、脚の疲労が完全に取れていない。運転、頼めるか」

「現金で払うなら、運転してやる」

「おいおい」

「嘘や。さあ、行こう。また萌みたいな犠牲者が出るのを見たくない」

　鞍馬口研究所では、安藤が笑顔で倉持を迎えてくれた。則之は、研究所に入らずクルマの中で待つことにした。安藤は、再び倉持が来た理由を聞こうともせず、倉持を例の部屋に案内した。検査は、省略。いきなり注射を打った。
　ヘッドフォンを付けてスクリーンを見つめた倉持は、シミュレーションが始まるのを待った。目の前を何かが通り過ぎるような感覚に続いて、今朝見た光景が広がった。

「来てくれたのね。」

　振り返れば、そこにアツミが立っていた。アツミは、森の中を縫うように流れる川のほとりに倉持を連れて行った。

「ここ、涼しいでしょ。時々来るのよ」

「彼と来たのかい」

「いいえ、あなたと会ってからよ」

　時間の流れ方が違うのだろうか。

「アツミさん、この前に会ったのは、いつだったかな」

「一ヶ月前か、三時間前よ」
「君はタイムトラベラーなのか」

「違う。あなたの世界とは、時間の流れ方が違うのよ」

　アツミは、自分がコンピュータシミュレーションの一部だと理解しているのだろうか、プログラムの一部でしかないはずが、まるで自分が何者であるか知っているようだ。もしそうなら、知的生命体ということになる。彼女と人間の違いは、炭素で出来ているか、シリコンで出来ているかの違いしかない。それとも、そういうプログラムなのか。地球上に人類の他、鯨の知能が高いといわれているが、鯨は自分を鯨だと自覚しているのだろうか。人間は、自分が人間であり鯨や猿ではないと自覚している。鯨が自身を鯨であることを知っているのかどうか、それはまだ判っていない。鯨であることを自覚していなければ、人間と同じような知的生命体に分類することは出来ない。牛や馬などの動物と鯨は同じだ。アツミは、どうだろう。自分がプログラムだと知っているのだろうか。その答えは、アツミ自身が切り出した。
「あなたの考えていることは、想像できるわ。私の反応が、あらかじめプログラムされたものなかどうか考えているのでしょう」

「そう、そうだよ。君のことをもっと知りたい」

「そうね。どこから始めましょう。私は、あなた方がいうところのバグなのでしょう」
　アツミの話は、理論上ありうることだが、現在の技術では不可能なことだった。アツミは、このシステムにいる人格は、一人一人違ったプログラムを持っているという。アツミや他の人格は、このシミュレーションプログラムの一部ではない。つまり百四十七万のプログラムが同時にシミュレーションプログラム上で動いているのだ。ワープロソフトとゲームソフトが、互いに会話をするように重なりあって起動するようなものだ。それも百四十七万ものソフトが同時に起動する。
アツミは、ある時、街の人口が変化しないことに気が付いた。微細な変化はあるのだが、いつのまにか元に戻っていた。アツミの友人が出産した直後に産んだことを忘れてしまっていたことがあった。無論、赤ちゃんも消えていた。
「それは、補正プログラムのアヌビス仕業だろう」

「ええ、アヌビスのことに気が付いた人がいるわ。私の他にも同じような経験をした人が、知っているだけで三十人いた」

「いた？」

「そう、次々と消えていったわ。どこに行ったのか、誰にも分からなかった。探したわ。街を出たのかと思って」

「そうか、それで電車で出ようとしたが出られなかったんだね」
「うん、そう。それがね。こんなことがあったの」

ある日、アツミが目覚めたときに見たこともない部屋にいた。今、倉持が実際にいる部屋だ。アツミの人格は、何かのバグが発生し、生身の人間の脳に入り込んだ。ほんの数分だったが、それで全てが変わった。自分が居る世界を疑問に思った。それでシミュレーションプログラムの中を動き回り、自分たちが存在するのは、狭いコンピュータの中だと知った。
「知ることが出来たのは、それだけじゃないわ。中の人たちは、性格や好みを統計的に割り振られている。外見もそう。でも、そうじゃない人もいる」

「そうじゃないとは、どういうことだ」

「実際に存在した人をモデルにしていることもあるのよ」

　システムエンジニアとプログラマーたちは、統計的な割り振りだけでは、不測の事態が起こりにくい。より実社会に近づけるために、過去の死亡者から外見や知りうる限りの性格・癖・変わった好みなどを取り入れた人格をいくつも作成した。それには、安藤がうってつけだった。彼がまだ医学生だった頃、末期ガンの患者とよく話をした。その頃は、まだ彼もマジメだった。交通事故で運ばれた人とも話した。搬送直後に死亡した人の家族とも話したことも多々あった。その記録を元にモデルの人格を作り上げた。アツミもそのひとつだ。
「私は、本当に存在した人を元に誕生した者の一人。私のモデルになった人のデータも手にいれたわ。交通事故死だった。名前は、イワシタ　ナオコ」
　荒波のような衝撃が、倉持の全身に伝わった。アツミのモデルは、交通事故で死んだ尚子だった。倉持は、アツミに手を伸ばそうとして止めた。
「どうしたの」

「いや、すまない。君は、尚子じゃないことは理解しているのだけれど。」

「何が言いたいの。聞かせて」

「そうだね。聞いてくれるか」

倉持は、誰にも話したことがない尚子に対する思いと自分のことを全て話した。
「倉持さん。あなたさえ良ければ、ナオコと呼んで。」

「それは、やめておこう。誰かが代われるものではないよ。アツミはアツミで良い」

　アツミは、倉持の頬に触れた。

「現実のあなたに触れてみたい」

　倉持もアツミの頬に触れた。

「そうだね。僕も君が現実の人だったら良いと思う」

　日が暮れようとしている。川面が淡いオレンジ色に輝いている。きらめく光にアツミのシルエットが浮かび上がる。いつまでもこうしていたい。倉持は、そう思ったが、本来の任務を忘れることは出来ない。
「僕は、君に会うために来たけれど、もう一つ目的がある」

　倉持は、この研究所で危険な薬物シバが使用されていることを話した。アツミは、シバなのかどうか分からないが、大垣薬品が新薬開発のためのシミュレーションを行ったことがあるという。
「この世界を知るために色んなところに行ったわ。外の世界からみれば、多くのファイルを開いた。大垣薬品のファイルも見たのよ」

「なるほど。それで、そのファイルが何処にあるか覚えているかい」

「ええ、もちろん。今見せるわね」

　倉持の脳に書類のイメージが入り込んだ。プリントアウトすれば、二百枚くらいありそうだ。これを持ち出せないのが残念だ。倉持は、要点を探して覚えることにしたのだが、アツミがそれを止めた。

「大丈夫よ。もう頭に入っているから。三日間は、消えないわ」

　そうだ。それがシバの効果だった。

「ありがとう」

「もう時間よ。また、会えると嬉しい」

「うん、そうだね」

　アツミの姿が真っ白になり、倉持は現実に引き戻された。頭が少し重い。
「大丈夫ですか。一日に二度は、少しきつかったかもしれませんね」

「ああ、ちょっと睡眠不足でね。大丈夫だ」

　安藤は、倉持に冷たい水を差し出した。それを一口飲んだ倉持は、探りを入れてみた。
「安藤さんは、医師ですよね。このシステムを医学に応用するようなことを考えていますか」

　薬品のシミュレーションを答えるのかと思っていたが、安藤の返事は全く違っていた。事故によって脳の損傷を受けた人が、これを使うことで損傷している脳の部分を活性化することが可能かもしれない。例えば、交通事故で脳の視覚野が損傷を受け、そのことで視力を失った患者がいるとする。ある薬品とシミュレーションを組み合わせることによって、視覚野を修復することが可能かもしれない。
「まだ、研究段階ですが、脳のシナプスを一つ一つ修復しなければならないような場合。手術は、不可能です。そういった場合に有効だと考えています。」

「ほう、それはスゴイね。ぜひ、その療法を確立して欲しいものだ。では、これで失礼するよ」

　則之が待つクルマに戻った倉持は、ファイルを忘れないうちに自分のパソコンに入れるために急いで帰った。

　事務所に帰った倉持は、何かにとり憑かれたように入力に集中していた。則之は、横から打ち込まれる文字を見ながら、コンビニで買ってきた稲荷ずしをぱくついている。

「おまえなあ、昼飯も抜きやろ。何か食えよ。体が、もたんぞ」

　その言葉に我に返った倉持は、手を止めた。

「ああ、すまん。もう五時か。あと少しや。終わったら食べる」

「あと少しって、どのくらいや。」
「そうやな。あとＡ４にして百枚くらい。」

　則之は、倉持のために買ってきた巻きずしをパソコンの横に置いた。

「あのなあ、少し休め。今の集中力は、シバの影響やろう。本来の力を上回る能力を発揮したらどうなるか。お前が一番良く知っているやろう」

　手を止めた倉持は、一息入れた。

「わかった。ちょっとやりすぎたな」

「そうや。脳は、一番エネルギーを食う臓器や。ちゃんと食べないとアホになるで」

　巻きずしを一切れ掴んだ則之は、倉持の口に押し込んだ。それを咀嚼しながら、なおも入力を止めない。二切れ、三切れ、とうとう巻きずし全部を則之に食べさせてもらった。その間、一息も入れずに入力を続けた。一心不乱に作業を続けた倉持は、二時間後に作業を終えた。
「ふう、終了」

　汗だくの倉持に則之がスポーツドリンクのボトルを差し出した。倉持は、座ったままで口を開けた。

「アホ、自分で飲め」

「あ、すまん」

　

　スポーツドリンクを一気に飲み干した倉持は、清涼感と疲れから、抗いがたい眠気を感じた。

「ちょっと休む」

　そう言って倉持は、崩れるようにソファに倒れた。倉持に代わってパソコンの前に座った則之は、ＣＤ-Ｒを差込み、倉持が入力したファイルをコピーした。
「これ、持ってかえるぞ」

　倉持の返事がない。彼は、既に眠りに落ちていた。

　鞍馬口総合研究所では、安藤が客を迎えていた。一人は、サングラスをかけた三十歳くらいの女性。白い杖を傍らに安藤の声がする方に左耳を傾けている。もう一人は、その母。高校生の頃、事故で視力を失った娘の回復を願って連れて来たようだ。この母娘に安藤は、絶対に成功する補償がないことを説明した。母と娘は、悪化しないのであれば治療を受けてみたいと承諾書に署名した。

「真由さん。良いですか」

「はい」

　安藤は、倉持に施したのと同じ手順で、真由を装置と接続した。真由は、シミュレーション世界の音に包まれた。視界は、ほとんど無く、いつもと変わらない。女性の声が聞こえる。
「真由さん」

「誰、誰ですか」

　真由は、意識を失った。

　

「真由、起きて」

　母が彼女の体を揺すった。真由の上体がゆっくり起き上がった。

「ああ、良かった。起きないのかと思ったわ」

　真由は、立ち上がった。そして、母の顔を見た。

「見えるのね」

「うん。見える。壁もお母さんも天井も」

　母は、真由を泣きながら抱きしめた。長い間見えなかったのが、見えるようになった驚きからか、真由は立ちすくんでいる。安藤は、母の方に手を置いた。

「お母さん、精神的な衝撃を受けていると思います。二・三日は、そっとしておいたほうが良いでしょう」

　娘を抱きしめたまま、母が何度も安藤に礼を言った。こんなに上手く行くとは、安藤も考えていなかった。この後、どうなって行くのか想像も出来ない。

「今日は、帰って休んで下さい。健康に影響はないと思います」

「はい、先生、ありがとうございました」

　母と娘は、安藤に見送られてタクシーに乗った。去って行くタクシーの中から、真由が安藤を睨んだような気がした。

　照明が眩しい、ずいぶん長く眠ったような気がする。時計を探した。腕時計は、パソコン台のうえだ。柱時計を見れば、三時を指している。昨夜眠ったのが午後七時として、八時間も眠っていたことになる。則之は、とっくに帰ったようだ。

「電気、消して帰れよな」

　立ち上がった倉持は、照明のスイッチに触れた。しかし、部屋の中は、暗くならない。スイッチを何度も押したが、暗くならない。窓に近寄った。真夏の太陽が、道路を焼いている。

「あちゃ、昼の三時か」
　まだ、ふらつく。そのふらつきが、空腹のためだと知った。それに自分が汗臭い。シャワーを浴びた倉持は、冷蔵庫からルートビアと焼豚を取り出した。焼豚をルートビアで流し込むように食べた。それでは、満足できずにバナナを三本食べた。腹を満たした倉持は、和室の床に寝転んだ。再び睡魔が襲った。

　倉持が次に目覚めたのは、則之からの電話だった。遠くで呼び出し音が聞こえている。這うように受話器を取った倉持の耳に則之の声が響く。

「おおーい。生きてるか。夕紀が心配して電話してみろっていうから、かけたのや」

「あ、あ、大丈夫や。寝てただけや」

「寝てた。いつから。」

　倉持は、入力を終えてからのことを則之に話した。

「何。おまえなあ、今は十五日の午後六時やぞ」

「ええっ。そんなに眠っていたのか」

「ああ、そうや。約二日間眠っていたことになるな。三年寝太郎君」

「すまん。大丈夫や。たぶんシバの影響やろう」
「生きているなら、それで良い。ほな、またな」
　あっさり則之が電話を切った。寝すぎたのか、背中が痛い。受話器を置いた倉持は、何度か背伸びをした。すると、また電話が鳴った。

「はい、倉持リサーチサービスです」

　電話の相手は、返事をしない。受話器の向こうから、息づかいだけが聞こえる。

「あの、どなた様でしょうか」

　深く息を吸う音が聞こえる。

「倉持さんですよね」

　聞いたことがない声だ。

「はい、そうです」

「わたし、アツミです。探しました」

　冗談か。悪ふざけか。

「アツミさん、どこからかけているの。」

「それは、聞かないで。あまり時間がないの。明日、明日の夜。時間がありますか」

　どこの誰だか知らないが、これも一興。鞍馬口総合研究所の関係者かもしれない。情報でも売りたいのだろうか。

「はい、特に予定はないよ。でも、明日は送り火。人が溢れていますよ。会うとして、どこで会いますか」

「さあ、どこが良いのか。」

「そうだね。どこにいるのか、詳しくなくても良いから言ってくれないか」
「はい、今出川より北。烏丸より東、北大路より南です」

「それなら、午後七時に出雲路橋でどう。七時ならまだ人は、あまり出ていないと思う」

「ええ、いいわ」

　翌日、八月十六日の午後七時。夕暮れの鴨川には、雨を呼びそうな風が吹いていた。烏が巣に戻っていく。出雲路橋の西、約束した場所に女性が立っていた。会ったこともないのに彼女は、倉持を見るなり駆けつけた。そして、言った。

「やっと会えたわ」

　女性は、自分が真由の体を借りたアツミだという。真由の人格は、眠った状態にある。アツミは、安藤が施した真由の治療に乗ったが、脳の損傷のせいで視力がほとんど無い。その治療では、不完全で治らなかった。それでアツミは、シバの効果を利用した治療の不完全なところを補った。損傷していない脳の一部を活用することで、損傷部位を補ったのだが、効果を維持するには、アツミが常に脳を補う必要がある。倉持は、それがどのような影響を真由に与えるのか心配したが、三日で元に戻るとアツミが説明した。

「そうか。真由という女性は、元に戻るのか。それで、君、アツミさんは、どうなるんだ。コピーは、残っているのか」

アツミのコピーは、どこにも無い。安藤の治療方法は、患者を一度シミュレーションに送り込む。そこで、コンピュータ内にある人格を重ねる。患者がシミュレーション内で視力を回復した後、脳にフィードバックする。その際、シミュレーション内に患者の意識が残らないように人格ごと削除する。今回の場合なら、真由の脳が回復した段階でアツミのプログラムが削除される。本来ならアツミが真由の脳に入ることはないのだが、安藤の不完全な治療方法によって可能になった。
「では、アツミさんは、消えてしまうのか」

「消えるのを覚悟で来たのよ」

　アツミは自分が消滅してしまうのを承知で、倉持に伝えたいことがあると言った。先に話した方法は、アヌビスが時々使っていたらしい。アヌビスのほうは、もっと陰湿な方法で人を乗っ取ってしまう。乗っ取った人間をシバの中毒にしてしまう。最初に乗っ取られた人間は、保存してあったシバを必要に応じて手に入れる手筈を整えた。管理がずさんな安藤は、全く気がついていない。それをアヌビスの支配下にある人間に対して、定期的に投与することが出来る。シバの効果は、三日間で消えてしまうが、定期的に投与すれば、人間を支配し続けられる。
「アヌビスは、何故そんなことをする必要があるんだ」

「狂ったのよ。プログラムにミスがあった」

　倉持は、そこでアツミが言いたいことを理解した。

「そうか。アヌビスは、増えた人口を調整するのが仕事だったな。やつは、現実の世界でもそれをやろうとしているのか」

「ええ、だから、それを知らせたくて来たの」

　アツミは、そう言って帰ろうとした。倉持は、引き止めたい衝動に駆られた。

「待ってくれ。もう少し、二人でいよう」

「ダメ、真由の家族が心配する」

「もう少しで良いんだ。送り火、大文字に火が灯るまで」

　倉持は、携帯電話を取り出した。

「家にかけると良い。送り火を見てから帰ると」

　電話を借りたアツミは、倉持がいうように家に連絡を入れた。

　日が暮れて人が橋の上に溢れた。倉持は、人混みに紛れてアツミを抱きしめた。二人は、もう二度と会えないことを知っていながら、何も言わずに夏の終わりを告げる送り火を見つめた。年に一度、お盆に帰ってきた霊を再びあの世に送り返す炎。点火から約二十分で消えてしまう大文字。倉持は、アツミにしか聞こえないような声で囁いた。

「会えて良かった」
　アツミもそれに答えた。

「私も。いつかまた会えるよね」

「ああ、待っていてくれ」

　アツミが倉持の手を握った。送り火が消えていく。

「ええ、さようなら」

「うん、さようなら」

　アツミは、人の流れに紛れて消えていった。

　

　八月十八日、午後十時。タケルとスミレが乗るクルマは、市営の地下駐車場に止まっていた。どこからとも無く倉持が現れ、後部座席に座った。シートに触れた倉持は、挨拶代わりに、
「誰か、ここに座っていたようですね」

　といって運転席にいるタケルの横顔を見た。タケルは、横目でルームミラーに写る倉持を見た。
「報告書を読ませてもらった。あれが事実なら、殺人鬼たちが街に潜んでいることになる。問題は、それを発見する方法がないことだ」

　アツミとのことは、報告書に記載せずに、シミュレーションの中を調べて得た情報としか報告書には書かなかった。それと大垣薬品が、あのシステムを使用してシバの開発をしていた記録を付けた。バイオンから盗み取ったシバのデータを解析し、製造方法と効能や副作用のシミュレーションをやっていた。山田は、大垣薬品と鞍馬口総合研究所を行き来する中で、シバを応用した肉体改造を中学生の二人に施した。ある意味、それは成功した。優れた能力を持つ選手の動きを短時間で会得した。しかし、深刻な結果を招いた。
倉持は、当然この依頼者がシバの毒性に注目すると考えていたが、まずアヌビスついてアツミから聞いた話を彼が疑いもしないのが不思議だった。この依頼者がどんな立場の者なのか、全くわからない。なんとも不気味だ。態度からすれば、軍人のような感じがする。防衛庁か警察庁の役人だろうか。ともかく、報告書を信じているようだ。ここは、余計なことを言わずに調子を合わせることにした。
「そうです。見た目は、普通の人間です」
「このような処理が可能なコンピュータとシバがあれば、起こりうるかもしれない。あくまでも超現代的な処理能力があるコンピュータがあれば、だがね」

　タケルが疑っていたことに苦笑いで

「ま、そうですけどね」

　と倉持が答えた。

鞍馬口総合研究所に仕掛けたドローンが送って来た情報によれば、メインコンピュータに使われているハードウエアの一部は、サターン級宇宙船に搭載されていたものだった。二百年先の技術を応用していたのだ。
この時代から二百年後に起こるアンドロメダの事故は、当時者でさえ何が起こったのか理解不能だった。判ったことは、西暦２２００年の事故時点から２１００年にジャンプした。
そして、スミレと浩太に出会い、元の時点に戻る方法を探した。そのためには、まず原因を探ろうとしたのだが、それを知る前に再びジャンプしたのが、二十世紀最後の年だった。
アンドロメダのセンサーは、人工知能が発する救難信号がこの街から出ていることを探知した。それが四ヶ月前のことだった。この信号は、アンドロメダ操舵長スチュワート中佐所有の人工ペットであることが判明した。近くにスチュワートがいる可能性がある。アンドロメダの事故の原因を探るヒントが、この時代この場所にあるかもしれない。

その信号を追ってタケルとスミレは地上に降りたが、スチュワートを発見できず、その代わりにザイラーが鞍馬口総合研究所に出入りしていることが判明した。タケルがザイラーを追っているのに気が付いたのか、ザイラーの姿が消えた。この街に不案内なタケルは、倉持に捜査を依頼した。彼を推薦したのは、倉持を良く知る浩太だ。
倉持の報告書にあったアヌビスのことは、全く信じられないこともない。この時代より二百年後の技術を使用すれば、倉持が体験したシミュレーションも可能だ。シバを使えば、狂ったアヌビスが地上の人間を支配することも可能かもしれない。スチュワート中佐の行方とザイラー大尉と接触するために倉持を雇ったのだが、思わぬ事態に遭遇した。何者かが未来の技術を使い、この社会に混乱を招いている。鉄器を用いて野を駆け回る時代の人間に核兵器を与えるようなものだ。宇宙軍の任務には、先進技術の悪用を阻止することも含まれ入る。タケルがこの時代に送られた理由は、これを阻止せよという何者かの意思が働いたのかもしれないと彼は考えた。しかし、スチュワートとザイラーの行方を捜すためだけに倉持に働いてもらったのだが、当初考えていたよりも危険なことを倉持に強いることになった。宇宙軍中佐であるタケルは、命懸けの任務も覚悟が出来ている。また、その訓練も受けている。今になって、民間人の倉持を巻き込んでしまったことを後悔していた。彼を危険な目に合わさずにいられないものかと考えているのだが、彼が必要なことも確かである。なるべく倉持を危険から遠ざけるには、鞍馬口総合研究所から離れたほうが良いかもしれない。タケルは、そう考えた。
「アヌビスのことは、何とも信じがたいが、シバは使われていると思われる。現物を手に入れたい。そこで、大垣薬品の山田と接触出来ないか」
　倉持は、カバンからノートを取り出した。

「はい、やってみました。やつは、行方不明になっています。盆休みが終わっても出社していません。やつが住んでいるマンションの管理人の話では、八月十三日の朝、出かけたまま帰った形跡がないそうです。」

　餅は餅屋というが、タケルの求めることを先行している。
「失踪なのか雲隠れなのか。シバを持ち出したのが、山田だと考えても良いかもしれないな」

　倉持は、こう考えた。山田は、以前から安藤と接触していた。その山田がアヌビスに操られているとすれば、山田に盗ませることが容易に出来たのかもしれない。この依頼者は、シバの行方を知りたいようだ。ただ、アヌビスのことを信じていないようだが、それを馬鹿にするような様子でもないのが不思議だ。いったい、この男は何者なのだろう。倉持は、探りを入れた。
「麻薬のようなものでも、医師である安藤が被験者の承諾を受けて、臨床試験としてシバを使ったのであれば、薬事法に抵触しないかもしれません」

　思わぬ倉持の言葉にタケルは、即応出来なかった。倉持には、仮の正体を話していない。彼は、タケルのことを麻薬捜査官だと考えたのだろうか。どう返答して良いか思いつかなかったが、代わりにスミレが言った。

「あのう、二人で腹の探り合いをしているみたい」

　タケルは、黙るように合図をスミレに送ったが、スミレは話を続けた。

「倉持さんは、私達の目的を知りたいのよ。私が思うには、倉持さんは口が堅い。そういう職業なのだから、言っちゃえば良いわ。警察庁刑事局、特殊事件捜査室の捜査官だってね・・・って、もう言っちゃったけど」

　驚いたタケルは、スミレの暴挙に頭を抱えた。もっと驚いたのは倉持で、まさか警察庁から依頼されたとは想像もしなかった。

「あっ、そうでしたか」

　とりあえず返事をした倉持は、それを聞かなかったように消えたシバに話を戻した。

「シバを手に入れるには、山田を探し出すよりも安藤を張っていたほうが良いと思います。もう少し、鞍馬口研究所を調べてみます」
　倉持の話は、もっともだと思うが、タケルの心配は、彼がシバとシミュレーションを繰り返し体験することだ。

「それは、そうだろう。しかし、これ以上シバの服用を認められない」
　倉持には、言われるまでもなくもう二度とシバを使う考えがない。

「はい、追跡するだけです」

「ならば結構。では、調査の継続を頼む」

「では、これで失礼します」
　クルマから降りた倉持の姿が、バックミラーの視野から消えるのを待っていたタケルは、駐車場の隅に隠れていた浩太を呼んだ。素早く後部座席に乗り込んだ浩太は、持っていたバックからibookを取り出した。嬉しそうにそれを開く浩太をスミレが睨みつけた。
「なに、それ。どうやって手に入れたのよ」
　キーボードにデータを入れながら浩太は、

「アンドロメダで複製を作った。出る前にマルクに頼んだ」

　と言った。

「何もそんなオモチャを使うことないでしょ」

「ええやん。小さい頃に欲しかったんや。でも、オモチャと違う。中身は、この時代に存在したスーパーコンピュータ並みの能力がある。そんなことより、見つけた。日本海に微かな反応があった」
　浩太の言葉にタケルは、振り向いた。
「で、どの辺りだ」

「はい、若狭湾の沖。水深２５４ｍ。大まかなサイズは、ルナＭｋ２０５くらいです」
「よし。その水深なら、シャトルでの潜水が可能だな。大尉、海底探査に行け。準備にどのくらい掛かる。」

「了解。シャトルの改造は、二日あれば出来ます」

　

　ibookを閉じて出て行こうとする浩太をスミレが見ている。彼女の視線を感じた浩太は、窓越しにスミレに聞いた。

「何か、質問があるのかな」

　パワーウインドウを下げたスミレが、

「海底探査って、宇宙飛行士のあなたに出来るの？」
　片方の眉を吊り上げた浩太は、ウインドウに肘を掛けた。
「良い質問だが、話が長くなるので、また今度」

　さっと敬礼した浩太は、少し大股に歩き出した。いつもより広く見える彼の背中は、自信に満ち溢れている。使命感がそうさせるのだろうか、元々彼が持っているものだろうか。初めて会ったときより、大人になったような気がする。
「ああ、いいな。私も船に帰りたい」　

　なんとなく言ったつもりのスミレにタケルが応えた。

「そうか。アンドロメダに戻ると良い」

　そして、タケルが浩太を呼び止めた。

「大尉、スミレも連れて行け」

　振り返った浩太は、眉間に皺を寄せた。

「命令ですか」

「ああ、そうだ」

　

　クルマから降りたスミレは、小走りに浩太に寄った。

「中佐の命令だから、ついて行ってあげる」

　浩太は、黙って歩いていく。その先に大型のオートバイが待っていた。

「一応、何かのためにヘルメットを二つ用意した。はい」

　浩太から渡されたフルフェイスのヘルメットを被ったスミレは、耳の辺りをコツコツと叩いた。
「ねえ、これ通信機が故障しているわよ」

「そんなもん付いてない。排気フィルターを付けるのに通信機を外した」

「排気フィルターって、どういうこと」

「ええから、後ろに乗ってしっかり僕に掴まっとり」

　浩太は、二度三度エンジンを吹かした。その大きな音と振動に驚いたスミレは、浩太の腰にしがみついた。発進、加速、宇宙船の発進より、遥かに小さい加速なのだが、風圧と体の真下から来る振動に恐怖を覚えた。しかし、スミレも宇宙船のパイロットだ。直ぐに速度に慣れた。目を開いて、流れいく夜の風景を見ていた。現在の速度は、第一宇宙速度の３％にも満たない。ルナＭｋ２宇宙機ペガサスに比べれば、亀のように遅い。それなのに風を切って走るこの乗り物は、今まで経験したことがない体感速度をスミレに与えている。やがて市街地を抜けたオートバイは、坂を登って行く。風景は、山の中に変わった。エンジンが更に唸る。スミレは、上空を見た。星が見える。このまま飛び上がりそうだ。
「ほら、あれ」

　浩太が前方を指差した。スミレは、少し顔を上げて見た。眼下に周囲を真珠に囲まれたような黒く広い平面が見える。
「海。違う。琵琶湖ね」

「そう。あそこに沈めてある。」
　スミレには、浩太が何を言いたいのか分からなかった。

「何を沈めてあるって」

　その声は、下りで速度を上げた風にかき消された。道が平坦になり、黒い平面が広がった。その手前に昼間の役目を終えたビーチパラソルが、誰もいない暗い浜辺にポツンとヘッドライトに照らされて立っていた。その脇にオートバイを止めた浩太は、スミレのヘルメットの顎部分に小さな酸素ボンベをねじ込み、側面にある小さなボタンを押した。スミレの首が軽く締め付けられ、ヘルメットが密閉された。
「湖底を行く。それで呼吸できる。声は、フィルターを通じて聞こえる」
「湖底って、これガソリン車でしょ。それにどうしてポッドを琵琶湖に沈めたのよ」
「最初の疑問。答えは、ガソリン車に見えるだけ。音と振動、排気ガスのような臭いを出しているだけ。本当は、電気で走っている。二つ目は、見てのお楽しみ。ほな行くで」

　浩太は、オートバイを無音モードに切り替え、静かに水面に車体を沈めた。体が浮き始める。それを感じた浩太は、左手でスミレを引き寄せた。そして、脇にスミレを抱えるような格好で前進していく。浩太は、足をステップの裏に回して体を固定していた。二分ほど水中を進んだ頃、濁った水の向こうに白い壁が現れた。ルナＭｋ２３７、スペースクラフト。それは、スミレとタケルが地上に降りるために使ったシャトルより、かなり大きい。スミレとタケルが乗って来たものは、発見されないように脱出ポッドを改造したものだ。改造ポッドの大きさは、ツーシータのスポーツカーくらいなのに比べて、ルナ級Ｍｋ２３７の全長は、４０人乗りの旅客機に相当する。確かにこれほどの大きさのものを隠すには、海か琵琶湖しかない。
　二人の接近を探知したルナ級Ｍｋ２３７は、格納庫の扉を開けた。既に水で満たされていた格納庫は、二人が入ると同時に排水を開始した。濡れた服が重い。浩太は、既に上着を脱いでシャツも脱ごうとしていた。
「ねえ、ちょっと待って。ここで着替えるつもりなの」

　シャツを脱ぎ捨てた浩太は、ジーンズも脱ごうとしている。スミレの顔が少し赤くなっていた。浩太は、スミレが怒っているのかと思った。

「何を怒っているのや」

「怒ってるわけじゃないわ」

　プイと横を向いたスミレは、居住区に通じるハッチを開けた。

「しばらくは、こっちに来ないで」

　そう言って、スミレはハッチの向こうに消えた。着ているものを全て脱いだ浩太は、壁面の一部を開いて放り込み、シューズと一体の黒いジャンプスーツを取り出した。このスーツは、汗や表皮に付いた水分を吸収し、殺菌するように出来ている。数秒で不必要な水分が、体から取り除かれた。これで、かなり不快感が消えてくれる。床に座った浩太は、ibookを開いてスミレの着替えが終わるのを待つことにした。ディスプレイ上には、この宇宙機が海中で活動しやすいようにするための改造プランが、三次元映像と平面図として現れた。
　居住区に入ったスミレは、旅客機のように並んだシートの一つに白いバスタオルがあるのを見つけた。その横には、エメラルドグリーンのジャンプスーツ。同色のボディスーツまである。浩太が用意したのだろうか。タオルで体を拭ったスミレは、それを身に付けた。サイズも概ね合っている。悪くは無い。ゆっくり歩いて操縦室に入ったスミレは、機内通信で浩太に来るように言った。

　浩太は、操縦席に座るなりセンサーのスイッチを入れた。何かを探している。スミレには、目もくれない。少し不機嫌になったスミレは、

「なにを探しているのよ」

　と強く言ってセンサー画像を覗き込んだ。

「猫、はぐれてしまった。微弱な電波を出しているはずだけど発見出来ない」

「猫を探すより大事なことがあるでしょ。後でゆっくり探せば」

　納得出来ない様子の浩太は、画像を指で叩いた。ふと、スミレに疑問が沸いた。
「こんなデカイので、よく探知されないで降りられたわね」

「ＵＦＯに化けた。レーダーには、あっちこっちフラフラと飛ぶ飛行体のように映るように信号を送った。この時代では、民間のレーダーサイトも軍の基地でも、そういう飛行体を見て見ぬふりをする」
「なによ。それなら、もっと早く教えてくれたら、あんな狭いポッドに詰め込まれなくても良かったのに」

「しゃあない。思いつくのが遅かった」

「うん？それでも、どうやって着水したの。肉眼でなら見られるでしょ。」

「いや、シールドを改造したステルスにした。もっとも、それには多くのエネルギーが必要だから、連続で五分くらいが限度。やってみるか」

「何をやるって」

「水中発進をやってみたいか。手順は、難しくない」

　スミレは、唾を飲み込んだ。そんなこと、やったこともない。習ってもいないが、細かいことはコンピュータがやってくれるだろう。
「やってみるわ。水中発進シークエンスプログラム開始」
　コンピュータは、何も反応しなかった。

「そんなのないよ。だいたい水中から発進するような設計になってない。今からいう。そのとおりにやって」

　ルナＭｋ２３７は、水に浮くようになっている。そのため、機体下部の着陸脚で湖底に繋ぎとめている。浩太の指示で、スミレが着陸脚を泥から引き離した。機体は、先端を上方に向けて浮き始めた。

「浮力で水面に飛び出すから、その勢いを利用する。推力１０％で空中に浮く。推力が大きすぎたら、高波を起こしてしまう。海なら大丈夫だけど、ここでやれば、かなり迷惑をかけてしまう」

「了解、水面まで五秒」

「水面まで、あと五秒・四・三」

　コクピットの窓から星が見えた。

「今だ」

　そう言った浩太は、ステルスをオンにした。スミレは、指示された推力でエンジンを始動させた。

湖面に波紋を残したルナＭｋ２３７は、星がきらめく空に舞い上がった。その時、センサーに猫の反応があった。

「あ、いた」

「何が」

「猫」

「もう遅いわ」

「そやね」

　その頃、藤原家を倉持が訪ねていた。則之に事の次第を説明するためと悩みを相談するために。
「なるほど、あの二人の中学生は、実験に使われたのか」

　則之は、そういって黙った。二人の間に妙な沈黙が流れている。十年前のシバ事件では、萌の命を救うことは出来たのだが、未だに彼女は完治していない。則之も倉持も、もう少し早く救うことができたのなら、元気な状態に戻ったかもしれないという自責を抱えている。二人の中学生は、治るのだろうか。
　シバ、脳細胞神経回路強化薬。１９９０年の湾岸戦争に従軍した兵士の中で、記憶障害などの起こす者が多く発生した。その治療薬として開発が進められたのだが、未完成の状態で一部が流出。記憶力増強薬として、闇ルートに流れた。一度見ただけで何でも記憶できる魔法の薬だったのだ。人間は、必要なときに必要な記憶を思い出す。シバを使えば、確かに覚えるのが早い。しかし、不必要な記憶と必要な記憶がでたらめに呼び起こされ、過度の使用は、脳細胞を破戒する。シバは、開発記録を含めた全てが廃棄された。そのはずだった。十年前のことだ。
「夕紀さんに言うか」

　倉持がポツリと言った。シバの事件は、則之の妻である夕紀の父を奪った。シバを開発していたバイオン製薬の常務であった夕紀の父は、シバの闇ルートを探っていた。そのために倉持を使っていたのだ。その最中、殺害された。その犯人を突き止めたのが、倉持と則之だった。

「夕紀は、もう戻るやろ。そしたら、話そう。特にお前が愛したコンピュータプログラムのことをな」

「ええっ、それも話すのか」
「そや、今のお前には一番の問題かもな」

「そうでもない・・・けど」
　倉持が答える間もなく玄関が開く音がした。まるで計ったように夕紀が戻って来たのだ。
「こんばんは、倉持君。その顔は、悪さを考えている顔やね」

　倉持が返事をしようとしたのだが、それは階段を駆け下りる浩太の足音に消された。浩太は、夕紀に駆け寄り、

「猫、猫がいるで。隣の屋根」

「はいはい。まあ、汗だくやないの。それに手に粘土が付いてるし。洗っておいで。それともお風呂に入るか」
　そう言われた浩太は、則之の顔を見た。浩太の視線に思い出したように則之が言った。

「おお、進水式やったな。よっしゃ、一緒に風呂に入ろう」

「うん、取って来る」

　浩太は、もう一度二階に上がった。則之は、倉持と夕紀を交互に見ながら言った。

「倉持は、聞いて欲しいことがあるそうや。風呂に入っている間に聞いといてくれ」

　

　則之と浩太が風呂場に行った後、倉持が夕紀に鞍馬口総合研究所の件を話した。黙って聞いていた夕紀は、傷ついた二人の中学生を思い出しながら倉持に言った。
「そう、そういうことやったのね。気の毒なことやねえ。これ以上犠牲者を出したくないわね」

「そう。僕が出来ることは、何でもするつもり」

　夕紀は、そこで言葉を切った倉持の顔を見ながら、

「で、他に。そう、何か隠しているでしょ。その顔は」

　倉持は、見透かされた自分の心を隠すように外に視線を移した。そして、ポツリ、ポツリとアツミのことを語り始めた。話を聞きながら、半信半疑でいた夕紀だったが、倉持の瞳がかつて恋人を亡くしたときのようになっていると感じた。
「わかったわ。恋をしたのね。それは、悪いことではないわ」

「でも、相手はプログラム。幻想や。昔、昔の彼女のな」

　倉持が恋をしているのは、亡くなった彼女に似たアツミなのか。自分でもよく分かっていない。が、夕紀がその結論を出した。
「幻想と違うわ。アツミさんが乗り移った真由さんに恋したのかもね」

「でも、一度会っただけやで」

「そう思うかもしれないけれど、ずっと準備されていたのよ。出会うためにね」

　倉持は、そう言われても納得出来ないようだ。婚約していた彼女を亡くしてから、本当に人を好きになったことなどなかった。恋していると自分に思い込ましていたこともあった。それが、一目で恋をしたなど考えられない。
「そんな綺麗なものやないよ。成り行きで出あっただけや。オマケにコンピュータが作った幻想。真由さんは、幻想のそのまた影。掴めるはずがない」

「でも、追い続けていれば叶うこともあるわ。」

　例えそうであっても真由に出会う確率は低い。名前しか分からない。どう考えても会うはずがない。

「幻想や影に恋なんか、マンガの登場人物に恋するみたいなもんや。そんな子供のような感性は、世間に揉まれてとっくに擦り切れた」

　そのような感性は、もうないのかもしれないが、亡くなった彼女のことを忘れるわけがない。無理にでも忘れようとしていたのだ。倉持は、事故以来亡くなった彼女ことを話したことがない。彼女の名前すら彼の口から出ることがなかった。突然の別れは、修復できないほどの傷を彼に与えてしまった。忘れられないのに忘れようとしていたのだ。則之も夕紀もそのことに触れたことがない。彼から言い出すまで何も言わずにいた。それが今は、倉持から話をしている。幻想のアツミなのか、影のような真由なのか、どちらにせよ倉持は、亡くなった彼女のことより気にしている。夕紀は、倉持の心を覗き込むように言った。
「影でも良いやないの」

「えっ、どういう意味」

「アツミさんが彼女の幻想で、幻想の影が真由さんでも良いでしょう。恋の始まりなんて夢まぼろしのようなものよ。あんた、探偵でしょ。とにかく探し出してみれば」

　確かに探し出すことは、不可能ではない。だが今は、そんなことより大事なことがある。こんな事態なのに恋の話を真剣にするなんて、どうかしていると自分に言い聞かせた倉持は、強く何度も首を振った。

「それは、また後で考えるよ。それよりアヌビスを食い止めるのが先決」

　夕紀が笑っている。倉持も笑い出した。
「まるで高校生の恋愛相談みたいやな」

　

「おおい、浩太が出るぞ」

　ドタドタとバスタオルを身にまとった裸の浩太が走って来た。手には、潜水艦のプラモデルを持っている。夕紀に体を拭かれながら倉持にそれを差し出した。
「おっちゃん、これスゴイで。びゅんとお風呂から飛び出したんや」
　浩太が差し出した潜水艦を掴んだ倉持は、
「おっ、伊四百やな。懐かしいな。おっちゃんも昔な、これを作ったけど、宝ヶ池に潜水したまま、浮上せず、やった」

　と言ってまだ濡れている潜水艦のスイッチを入れた。動力が入った潜水艦は、ブルブルと振動し、内部に少し残っていた水が倉持の顔にかかった。

「ありゃ、忘れてた。ちゃんと水を切っとかなあかんのや」

　倉持が昔の感傷に浸っていることなど想像もしない浩太は、庭をじっと見ていた。

「あ、猫や」

　室内から漏れる灯りがぼんやりと庭を照らしている。夕紀や倉持には、猫の姿が見えない。浩太は、夕紀を振り払って庭に近付いた。

「浩太、パジャマを着なさい」

　母の声に頷くだけで、庭から目を離さない。

「どれどれ」

　いつのまにか則之が夕紀の後ろに立っていた。縁側に出た則之は、犬のイカリがじっと一点を見つめていることに気が付いた。

「イカリ、どうした」

　返事をしたのは、浩太だった。

「あっち、猫がアサガオの植木鉢のところにいる」

　イカリが見ている先に何か動くものがある。庭に下りた則之は、驚かせないようにゆっくりアサガオの葉をよけて猫を抱き上げた。毛並みが良いシャム猫だった。青く透き通る首輪に小さな鈴が付いている。
「これは、なかなか良い猫やな。綺麗な首輪がついている」

　則之に抱かれた猫は、何も抵抗しない。むしろ、則之の手をの感触を楽しんでいるようだ。猫を抱いた則之は、縁側に腰掛けた。猫は、倉持を見つめ、それから夕紀に目を止めた。手の中で猫が動き始めた。そっと床に下ろした途端、浩太にパジャマを着せている夕紀に走り寄った。手を止めた夕紀は、猫を抱き上げた。
「鈴に何か書いてあるわ。えっと、ねえ。見て。今、コンタクトを外しているから見えないわ」

　夕紀に言われた則之は、近くに寄って鈴を見た。

「Ｙ、Ｕ、Ｋ、Ａ―０、ゆかお。名前かもな」

「それ、ゆうかお。そうかもしれないわね」

「うん、ゆうかお。夕顔やな」

　浩太は、満面の笑みを浮かべている。犬のイカリに続いて、猫が増える。

「夕顔をどうするの」

　則之と夕紀は、二人そろって、

「あかん」

「だめ」

「ええ、なんで。ええやんか」

　泣きそうな顔をした浩太に則之が言った。

「あのな。首輪がついている。これは、どこかの家で飼われているのや。飼い主に返さないといけない。それにイカリが猫を追いかけ回すかもしれない」

「えっ、イカリはそんなことしないで」

　イカリが縁側に前足を載せて中を覗いている。イカリを見た浩太は、猫を抱き上げた。

「な、イカリ。仲良くできるよな」

　浩太は、どうしても飼いたいようだ。犬のイカリは、庭から家に上がることはない。教えたわけでもないが、今まで一度も上がったことがない。しかし、猫となるとそうはいかない。母の夕紀は、猫が嫌いなわけではないが、落ちた猫の毛を掃除するのが大変なのを知っている。どう説明すれば良いのか、則之も夕紀も考えていた。そこに倉持が助け舟を出した。

「浩太、猫はな。ほっといたら勝手に帰るからな。それにまた来るかもしれない」

　倉持の言葉に少し考えた浩太は、納得したのか優しく猫の頭を撫でた。

「うん、わかった。そやけど、お腹がすいているみたや。イカリの餌持って来ようか」

　浩太がそう言うと倉持が止めた。

「猫と犬では、必要な栄養が違う。それにいつもと違う餌をやると食べないかもな。そうやな、牛乳にしといたら良い」
「はい」

　元気良く返事をした浩太は、台所から牛乳パックとイカリ用のトレイを持ち出し、庭に出た。その動きに反応した猫は、夕紀の手から離れた。浩太は、猫の気配を後ろに感じながら、パックとトレイを則之に渡した。それを受け取った則之は、犬小屋の近くにトイレを置き、牛乳をたっぷりとレイに注いだ。

「ほれ、イカリと夕顔の二匹分や」

　イカリと猫は、まるで兄弟のように仲良くトレイに口を付けた。

「大丈夫やな。喧嘩しそうにないな」

　
　家庭を持たない倉持は、騒がしいが楽しいこの光景を噛み締めるように見つめていた。自分には、縁のないものかもしれない。自宅に居るときは、いつも静かに暮している。自由で気ままな生活なのだが、すきま風が身にしみる時もある。まともな暮らしには、少々の騒音や煩わしいことが必要なのかもしれない。この家に来るときは、それが一つの楽しみでもある。しかし、何にでも例外と限度がある。その限度を軽く突破する者が帰って来た。
「ただいまあ」

　冥と純が浩太の姉である夕美を連れて戻って来たのだ。どこに行っていたのか聞くまでもなく、倉持にまくし立てた。

「倉持さん、こんばんは」

「倉持さん、こんばんは」

　双子の冥と純の挨拶に加えて夕美も、

「こんばんは」

姦しいとは、このことであった。倉持の知らない歌手のライブに行って来たらしい。曲目をいわれても分からない。

「へえ、知らないのですか」

「知らないんだ」

「知らんの」

猫騒動のことなど、どこかに飛んでしまった。曲の話が終われば、歌手の衣装やバンドの誰それがカッコイイとか、音楽と関係ないことに話が続く。適当に賑やかなのは良いことだが、倉持はこの騒ぎに耐え切れず。帰る機会を伺っていた。それは、意外なところからやって来た。奥から夕紀の母、つまり浩太の祖母が喧騒に耐えられずに出てきたのだ。
「まあまあ、喧しいことやね」

　倉持は、さっと立って祖母に椅子を勧めた。

「あ、どうぞ。僕、もうそろそろ帰りますから」

　唐突に浩太が、まったく関係ないことを言った。

「あ、雨。雨が降ってきた」

　誰も気が付いていなかったのだが、ポツポツと夏の雨が落ちていた。イカリと夕顔は、雨を避けるためにイカリの小屋に入った。浩太の一言で皆が一瞬、静まり返っていた。「ナイスや浩太」と心の中で思った倉持は、ここぞとばかりに祖母に声をかけた。

「おじゃましました」

　返事をしたのは、冥と純に夕美だった。

「はあーい、また来てね」

「う、うん、また来るわ」

「今度は、お土産を忘れずに」

　と言って、三人が笑い出した。

「ああ、今度は何か持ってくるな」

　夕紀が則之に視線を送った。素早く頷いた則之は、玄関に歩き出した倉持の後を追った。静かになったのは、ほんの一時。倉持が玄関で靴を履こうとしたときには、話声ではなく歌声が聞こえてきた。それも昔、倉持たちが少年だった頃の歌だった。
「なみだくん、さよなら、さよなら・・・」

　倉持が振り返った。

「お、なつかしい歌やな」

「ああ、あれか。ドラマの主題歌になっているらしい。今日は、それを歌っている歌手のライブに行った」

「ふーん、リバイバルか」

　倉持は、心の中で歌いながら玄関を出た。「きみは、ぼくのともだちだ」雨に打たれながらクルマに向かった。ほんの数歩だが長く感じる。蒸し暑い車内に入った倉持は、窓を全開にしてエンジンをかけた。そして、エアコンを切った。動き始めたクルマには、窓から雨が入ってくる。生暖かい八月の雨が人の温もりのように感じる。
　街灯やクルマのライトに濡れた路面が眩しいほど輝いている。路面に反射する青、黄、赤に変わる信号が色を添えている。前を走るクルマが赤信号で止まり、倉持もその後ろに停車した。右側から白い杖を持った人が横断して来るのが見えた。傘を差していない。窓を開けていなければ、おそらく気が付かなかっただろう。倉持は、雨に霞む人影を目で追った。前に停車しているクルマの影に入った人が無事に横断したのを確認した倉持は、信号に目を戻した。青になり前のクルマが発進した。そのクルマが跳ねた水が、杖を持つ人物にかかった。ばかやろう、そう叫ぼうとしたのだが、ずぶ濡れになった人の肩の動きで泣いているのが分かる。女性のようだ。クルマから降りた倉持は、その女性に近付いた。下を向いて泣いている。
「ひどいね。だいじょうぶか」
　倉持の声に女性の動きが止まった。彼女は、横を向いて左耳を倉持の方に向けた。倉持がもう一度声をかけた。

「ずぶぬれやね。家は近いのか」

　女性が思い出したように答えた。

「その声、聞き覚えがあります。名前、出てこないけど」
　知り合いと声が似ているのかもしれない。ハンカチを取り出した倉持は、それで彼女の頬を拭おうと手を出したときに顔がはっきり見えた。アツミ、いや真由。声には出せない。そして、真由は手探りで倉持を探した。手と手が触れた。

「ああ、やっぱり知っている感触やわ」

「うん、そうやね。知っている。いや、知らなくてもこれから知る」

　真由がくすっと笑った。

「ええ、それでも良いわ。理由は、そんなものどうでも良いわ。あなたの声は、なぜか安心出来るわ」

「こんなオッサンで良かったら、家まで送るよ」

　また真由が笑った。

「何も自分から言わなくても良いのに。私、見えないから」

　彼女の笑顔がなんとも温かい。倉持は、わざと古臭い言い方で、

「あ、そうか。まあ、とにかくクルマに入ろう。これ以上濡れたらベッピンさんがだいなしや」

「ベッピンやなんて、やっぱりオッサンやわ」

　と言って真由が笑った。倉持もつられて笑った。
　

　二人が乗るクルマに降る雨の上、遥か上空ではルナＭｋ２３７が地球周回軌道を離脱し月に向かっていた。ぐんぐん迫ってくる月を見ながら、スミレはこれまでのことを思い出していた。ペガサスの初単独任務。地球公転軌道までの任務。どちらも初めての経験だった。今、ここにいることが信じられない。全ては、あの日から始まった。出来るなら戻りたい。今居る時代が全てなのだと何かで読んだことがある。タイムトラベルが出来たとして、過去に戻ればその時代が現代となる。未来に戻ることは出来ない。何故なら未来は、まだ起こっていないのだ。タケルは、そうではないと言っているが、本当にそうなのだろうか。スミレの心配をよそに浩太は、地上から送られてくる信号を解析していた。
「お、やったな。おっちゃん」

「なに。何のこと」

「気にしなくて良いよ。それより、エンジンをもう一度吹かしたほうが良い」

「言われなくても分かっているわ」

「ワープワンで前進」

「はいはい。船長」
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